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２０２５年度北条小学校学校評価【２学期】　

７月末作成

①肯定的評価８４％ ①肯定的評価98%

達成している 達成している

2学期児童アンケートに「あなた
は、地域の祭り、活動、ボランティ
アに参加していますか」の肯定的
回答が８４％であった。学年問わ
ず地域への参加率が高い。

「学校は、地域の方々の支援や
連携を大切にして教育活動をし
ているか」の肯定的な回答が９
８％であった。保護者はCS活動
等、理解をしているといえる。

教育反省については、別途ア
ンケートを行っている。

CS活動について、学習支援の掲示物やCSだよりや学級
だより等で児童、保護者にも啓発ができたといえる。

①肯定的評価８０％ ①肯定的評価88% ①肯定的評価8６%

達成している 達成している 達成している

児童アンケートで「あなたは進ん
であいさつをしていますか」の肯
定的な回答が８０％であった。上
の学年になるにしたがって、肯定
的な回答が低くなっているが、進
んで挨拶をする児童が増えた。

「お子さんは、場面に応じて挨拶
をしていますか」の肯定的回答が
８８％であった。１学期の評価より
７％高くなっている。

「学級の子どもたちは、進んで
挨拶をしているか」の肯定的回
答が８６％であった。１学期の
結果より１０％高くなっている。

児童、保護者、教員アンケートにおいて肯定的な回答が
８０％に達している。

①肯定的評価　７３％，８５％，８９％ ①肯定的評価99％ ①肯定的評価79％,92％,96％

達成している 達成している 達成している

言いたいことが言える　７３％
「いいね」「すごいね」が言える　８
５％
協力し合っている　８９％
・お互いのよいところを認め合うこ
とができ、「いいね」「すごいね」と
伝え合うことができている。
・一方で、「言いたいことが言えて
いる」かについては、８０％を超え
ている学年もあるが、学年によっ
てばらつきがある。

周りの人を大切にしようとしている
９９％
・各保護者は、周囲への思いやり
があると感じている。

・思いを伝え合っている　７９％
「いいね」「すごいね」が言える
９２％
協力し合っている　９６％

・児童、教職員ともにお互いのよさを認め合い、伝え合う
ことができていると感じている。1学期から１０ポイント上
がっており、「いいことみつけ」の成果が上がっていると思
われる。また、６年生から発信された「いいねのことば」の
取り組みも意識の向上につながったと考えられる。
・一方で、「言いたいことが言えているか」に関しては、児
童、教職員ともに下がっており、友達関係がうまく築けて
いな児童がいることが学級の雰囲気にも影響しているこ
とが考えられる。

①肯定的回答　７８％ ①肯定的評価８４％ ①肯定的回答　７０％

ほぼ達成している 達成している 達成していない
１～４年生では、肯定的回答は８
０％を超えているが、５・６年生で
は、どちらも５０％台であった。場
に応じた言葉づかいについての
意識が育っていないと考えられ
る。

各保護者は子どものよい面を認
めており、子どももそれを理解し
てると感じている。

児童の評価に比べて肯定的回
答の割合は低く、「くん」「さん」
で呼び合っている実態は目標
を達成しているとは言えない。

・学年が上がるにつれて肯定的回答の割合が下がって
いる。呼び捨てにすることに親密さを感じている様子も見
られる。場に応じた話し方やお互いを大切にする言葉づ
かいについての指導が十分でなかった。
・言葉づかいについては家庭の影響も大きいと考えら
れ、学校での取り組みを保護者にも伝え、課題を共有し
て取り組んでいく必要がある。

自分の意見と比べながら聴
き、自分事として反応する
子ども。

①肯定的回答
・返していますか８９％
・返してくれますか９３％

①肯定的回答８１％ ①肯定的回答８３％

達成している 達成している 達成している

児童はとても肯定的に捉えて
いる。６年生は、両者に２０％の
開きがあるが、「よりよい反応」
の具体的なイメージを持たせる
ことができていない可能性があ
る。

前回より２％上昇したが、依
然、児童の評価と大きな相違
がある。参観日によい姿をみ
てもらえるよう、今後も、日々の
学習を大切にし、よりよい反応
について指導を継続する。

前回より１１％上昇した。２学
期の取り組みにより、「よりよ
い反応」についての、児童と
教員の認識が近づいたと思
われる。

児童、保護者の肯定的回答は、中間評価からの大きな
変化はなかった。しかし、教員の肯定的回答は大きく増
加した。相手を尊重した聞き方が意識され、浸透してき
ていると思われる。「よりよい反応」をめざし、教員と児童
で具体的なイメージを共有したり、児童の反応を引き出
す教員の働きかけが有効であった。

①肯定的回答９１％ ①肯定的回答８５％ ①肯定的回答９６％

達成している 達成している 達成している
宿題も含め、やり切らせることを教
員が意識している。児童にも、そ
の意識が伝わっていると思われ
る。

前回より５％上昇した。生活や運
動面を含めた設問となっている
ため、学習発表会やマラソン大
会など、行事での様子が大きく評
価されている可能性がある。

前回より４％上昇した。現在
行っている方策が有効であっ
たと思われるため、取り組みを
継続していく。

つまずいても努力する意識や姿勢は多く見られるが、学
習意欲の向上には大きな課題がある。国語・算数の学習
が好きか、楽しいか、分かるかという問いに対する児童の
回答は、、「好き・楽しい」と「分かる」の間に、大きな隔た
りがある。学ぶことの価値を伝える取り組みを、継続する
必要がある。

①肯定的評価８９％ ①肯定的評価７９％ ①肯定的評価８７％

達成している ほぼ達成している 達成している
体育主任が体力テストの分析を行
い、各学級の実態に合わせて、柔
軟性を高める運動や投げる運動
を実施できた。（静的・動的スト
レッチ）
・学活や休憩時間などに、子ども
たちが体を動かしたくなるような遊
びや活動を仕組んでいった。

保護者用アンケートでは、『外遊
びやスポーツ』とたずね方が児童
用と異なっている。気候変動の
影響（猛暑）で外遊びを敬遠して
いる、などの理由が推測され、児
童の評価と10％の開きがある。

学年の実態に応じて、体育の
学習を通して柔軟性を高める
運動や投げる運動を実施し、
多様な動きができるようになっ
た。

・2学期は、とび箱やマット運動を実施し、各学年の課題
を意識して取り組んだので、3学期も引き続きボール運動
などで運動面の課題を意識して取り組みを続けていく。
・数値では現れにくいが、養護教諭の保健指導で姿勢を
意識できる児童が増えてきている。

①肯定的評価８７％ ①肯定的評価８５％ ①肯定的評価９６％

達成している 達成している 達成している

校内行事などに向けて、児童の
実態から適切な目標を設定し、担
任の声かけや指導をもとに目標達
成に向けての取り組みができた。

前回より４％向上している。行事
だけでなく、日々の積み重ねの
成果が保護者の実感として表れ
ていると考えられる。

昨年度の自分の記録や一つ
上の学年の去年の記録を参照
させることで順位と記録を上回
れるよう意識付けを行い、モチ
ベーションの向上を図った。

・家庭での保護者の意識と声かけで,結果が向上すると
考えられるので、引き続き保護者に啓発を行っていく。
・保護者による集計結果が即座に反映されるわけではな
いので、長期的な視点で分析をしていく必要がある。

達成

達成

達成

①児童アンケートの肯定的回答
８０％（年度末）
・あなたは、友達の発言によりよ
い反応を返していますか。
・友達は、あなたの発言に反応を
返してくれますか。

達成
①児童アンケートの肯定的回答
８０％（年度末）
・あなたは、学習課題に最後まで
取り組んでいますか。
②児童の単元の振り返りの記述
が、全員レベル２以上になった
か。（年度末）
③QUアンケート

・算数の学習で、単元の導入時に、学ぶことの
価値（どんな力がついて、生活や今後の学習
にどのように生かせるか）について児童と話を
する。可能であれば、児童が自分で目標設定
できるように働きかける。
・単元の振り返りやまとめを記述する際、算数に
特有な言葉を児童と確認し、３Zで書く。

・学校生活アンケート（児童向け）
７～８割。
・学期ごとの目標を設定し、すべ
ての児童が達成できるようにす
る。（キャリアパスポート）

・各学級の実態に合わせて、柔
軟性を高める運動や投げる運動
を実施し、多様な動きができるよ
うになったか。
・学校生活アンケート（児童向け）
６～８割。

・養護教諭による保健指導。
・体力テストの結果を分析し、それに基づいて
体育学習を充実させる。（運動量を十分確保す
る）
・体育（体つくり運動）学活（学級ごとの全員遊
びなど）を仕組んでいく。
・保護者への啓発活動を行う。（学級単位で）

・学期ごとに自分で目標（①水泳、②マラソン大
会、③なわとび大会）を設定し、ふり返りや足跡
を残す。（キャリアパスポートの様式を提案）
・『北条っ子ふれあいチャレンジ』の取り組みを
行う。

・２学期のスタート時に、よりよい反応とはどのよ
うな反応なのかを児童に聞き、よりよい反応を
学級内で共有する。（定型文の反応ではなく、
相手の気持ちを考えた反応を目指す。）
・児童が使ったよりよい反応を教室内に掲示
し、学級全体に広げていく。

４月

アンケート回答選択肢（４．そう思う　　３．大体そう思う　　　２．あまりそう思わない　　１、そう思わない）

目標 めざす姿 現状 各部のめざす姿 評価基準
(評価方法)

2学期の具体的な取り組み 児童アンケート 保護者アンケート 教職員アンケート ２学期(最終評価)

実施時期 １２月

と
も
に

達成している 達成

達成

・１学期に続き、CS担当が、様々な行事でお世
話になった人を写真で紹介する。（掲示）
・活動ごとにお世話になったCSの方に、お礼の
手紙を書き、CS担当が手紙を受け取った方の
気持ちや願いを紹介するなど、双方向な活動
をする。

・児童アンケート（記述）「友達に
北条地域のことを紹介するとした
ら、どんなことを紹介しますか」
（人、建物、行事等の10個書きま
しょう。）で、CSに関しての回答が
１つ以上ある６割以上。

・児童アンケートで「あなたは、自
分から挨拶をしている」の肯定的
な回答が６割以上。

・委員会活動の常時活動として、あいさつ当番
をする。
・あいさつボランティアを募って、校長先生と児
童玄関で朝のあいさつをする。（８時１０分まで）

関わり合い、思い
を重ねながら創造
する子

・地域への理解を深め、郷土に
愛着をもつ子。
・積極的な態度で新たな取り組
みをしようとする子

・地域の活動に積極的に参加している児
童がいる。
・R６全国学力・学習状況調査児童質問に
おいて「地域や社会をよくするために何か
してみたいと思いますか」の結果で肯定
的な評価７６．８％は、県平均より６．８ポイ
ント低い。

・地域の一員であることを自
覚する。
・地域の方に支えられてい
ることに気付き、感謝の気
持ちをもつ。

・相手を意識した気持ちのよい
あいさつをする子
・学習やその他の活動を通し
て、進んで関わり合おうとする
子

・自分から朝の挨拶をする児童もいるが、
挨拶をされても反応しない児童もいる。
・仲のよい児童とは、一緒に活動しようと
するが、関わりの少ない児童とは、意図的
に関わる場を設定しないと一緒に活動し
ない。

・友達や先生に自分から挨
拶ができる子ども

どんな友達にも「いいね」
「すごいね」が言える学級

自分や友達の良さに気づき、お
互いを大切にしようとする子

・まず自分自身のよさに気づいておらず、
自分を大切にしていない。そのことでがん
ばりきれない面が見られる。
・人とのかかわり方の未熟さについて、家
庭の影響を大きく受けている児童もいる。
・自分にとって得かどうかが判断材料に
なっている。注意をしたら「○〇さんもして
いた」という言葉が聞かれる。

児童アンケートの肯定的回答
80％
・あなたは友達の名前を「くん」
「さん」をつけて呼んでいますか。

達成

友達や先生に敬称を付け
て名前をきちんと呼ぶ子ど
も

・敬称をつけた名前の呼び方、丁寧な言葉づ
かいについて、全体指導と学年に応じた学習
を行う。（２学期始め）
・よいこと見つけの視点に「名前の呼び方、言
葉づかい」をとりあげ、注目するように声をかけ
る。
・お互いを大切にするために、「名前の呼び
方、言葉づかい」を重点項目とすることを保護
者へ伝え、家庭でも話題にしたり協力したりし
てもらう。（学級懇談、通信等）

児童アンケートの肯定的回答8
０％
・あなたは学級の中で言いたいこ
とが言えますか。
・あなたは学級の中でだれにでも
「いいね」「すごいね」が言えます
か。

達成していない

や
さ
し
く

人の思いをくみ取
り、力と心を合わせ
ようとする子

互いを大切にし、支持的風土
のあるいじめのない学級集団を
めざす子

・言われて嫌になる言葉が聞かれ、お互
いが大切にされていない。
・自分の気持ちを言葉で伝える力が弱く、
マイナスの気持ちを暴言や暴力で表して
しまう児童もいる。

・教師が率先して雰囲気づくりをする。プラスの
気持ちをどう表現するかのSSTを行う。
・様々な場面で、子ども同士が「ほめる」「ほめら
れる」体験をする。（いいことみつけの継続）
・仲間づくりゲームを行う。classroom、人権教育
推進委員会等で、情報交換ふり返りを行う。
・ネットリテラシーについて、学年に応じた学習
を行う。また、6年生から発信し、上学年を中心
に意識を高める取り組みを行う。

か
し
こ
く 学習課題に最後まで取り組

む子ども。

た
く
ま
し
く

心身の健康を大切
にし、思いを持っ
て粘り強く努力す
る子

・進んで運動に取り組み体力を
向上させる子

・体力面でに学年間に課題がある。
・運動経験の二極化
　→体力テストの二極化
・運動や外遊びを保証する場や機会が少
なくなっている。

〇運動にめあてを持って取
り組むことができる子
〇体育館で体を動かしたり
外遊びに親しんだりする子

自己目標の達成に向けて工夫
と努力を積み重ねることができ
る子

・最後までねばり強くやり遂げるのが難し
い児童がいる。
・メディアコントロールできる児童とできな
い児童の二極化（家庭の協力の有無）

〇自分の決めためあてに
対して、できるまで粘り強く
取り組むことができる子

基礎的な力を身に
付け、工夫して思
いを表現する子

友だちの意見を大事にしながら
聴く子

・静かに聞くことはできるが、考えながら聞
き、自分事として反応を返すことができて
いない。
・自分が話したいことが先になり、相手の
話とのつながり意識した内容になってい
ないことある。

目標を持って学び、振り返り、
自分の変容を実感できる子

・授業は楽しいとい言う反面、学習は好き
ではないと言うなど、学習意欲が低い。
・学ぶことの価値を実感している児童が少
なく、つまずいた時に諦めてしまう。



 

 

 

【 いよいよ卒業式が近づいてきました 】  
いよいよ卒業式が迫ってきました。全校が６年生の思い出に残る卒業式にしようと練習に頑張って

います。卒業式は、６年生にとって最後の授業となりますが、この授業が小学校生活最高の授業とな

るようみんなの「思いやる力」を出し切っていきたいと思います。 

【 ありがとう６年生集会 】 

４日（水）、「ありがとう６年生集会」を開催しました。６年生はこれまで１年間、学校のリーダー

として全校をひっぱってきてくれました。１年生から５年生まではクイズや歌等堂々とした態度で工

夫を凝らした出し物を披露して、６年生を楽しませてくれました。そして、５年生は司会・進行、ス

ローガンやメッセージ等の会場づくりに頑張り、会全体を上手にコーディネートしてくれました。６

年生は「２択クイズ」をしたり「学校の７不思議調査」を発表してくれたりしました。最高学年らし

い工夫があって本当に感心しました。会場全体が一体となって心温まる会となりました。これも北条

小学校の素敵な伝統として引き継がれていくと思います。これも、これまで６年生が頑張ってきてく

れたおかげです。６年生のみなさん、これまで本当にありがとう！ 

１年生：ボディーパーカッション  ２年生：思い出の劇   ３年生：素敵な歌のプレゼント 

 

 

 

  

４年生：６年生クイズ    ５年生：歌によるメッセージ    ６年生：学校不思議調査 

 

【あつまらいや北条さんからプレゼント ありがとうございました】 
ありがとう６年生集会に先立ち、あつまらいや北条さんから卒業生へ、写真立てをプレゼントして

くださいました。地元のワインのコルクを使った手作りの素敵なプレゼントで各クラスの思い出の写

真を入れてもらいました。 

 

 

 

 

北栄町立北条小学校 

学校だより  

第１６号 

Ｒ８,３, １７発行 

文責 小田 信之 

北
ほ う

条
じょう

の風
か ぜ

 



目標 めざす姿 ２学期（最終評価） 
学校 
自己 
評価 

関係者 
評価 

と
も
に 

関わり合い、思
いを重ねながら
創造する子 

・地域への理解を深め、 
郷土に愛着をもつ子 

・積極的な態度で新たな
取り組みをしようとする
子 

CS 活動について、学習支援の掲示物や CS だ
よりや学級だより等で児童、保護者にも啓発
ができたといえる。 

91％ A 

A A 
・相手を意識した気持ち
のよいあいさつをする子 
・学習やその他の活動を
通して、進んで関わり合
おうとする子 

児童、保護者、教員アンケートにおいて肯定
的な回答が 80％に達している。 

85％ A 

や
さ
し
く 

人の思いをくみ
取り、力と心を
合わせようとす
る子 

互いを大切にし、支持的
風土のあるいじめのない
学級集団をめざす子 

・児童、教職員ともにお互いのよさを認め合
い、伝え合うことができていると感じてい
る。1 学期から 10 ポイント上がっており、
「いいことみつけ」の成果が上がっていると
思われる。また、6 年生から発信された「い
いねのことば」の取り組みも意識の向上につ
ながったと考えられる。 
・一方で、「言いたいことが言えているか」に
関しては、児童、教職員ともに下がってお
り、友達関係がうまく築けていな児童がいる
ことが学級の雰囲気にも影響していると考え
られる。 

90％ A 

B B 

自分や友達の良さに気づ
き、お互いを大切にしよ
うとする子 

・学年が上がるにつれて肯定的回答の割合が
下がっている。呼び捨てにすることで親密さ
を感じている様子も見られる。場に応じた話
し方やお互いを大切にする言葉づかいについ
ての指導が十分でなかった。 
・言葉づかいについてはメディアの影響も大
きいと考えられ、学校での取り組みを保護者
にも伝え、課題を共有して取り組んでいく必
要がある。 

77％ B 

か
し
こ
く 

基礎的な力を身
に付け、工夫し
て思いを表現す
る子 

友だちの意見を大事にし
ながら聴く子 

・児童、保護者の肯定的回答は、中間評価か
らの大きな変化はなかった。しかし、教員の
肯定的回答は大きく増加した。相手を尊重し
た聴き方が意識され、浸透してきていると思
われる。「よりよい反応」をめざし、教員と児
童で具体的なイメージを共有したことや、児
童の反応を引き出す教員の働きかけが有効で
あった。 

85％ A 

A A 

目標を持って学び、振り
返り、自分の変容を実感
できる子 

・つまずいても努力する意識や姿勢は多く見
られるが、学習意欲の向上には大きな課題が
ある。国語・算数の学習が好きか、楽しい
か、分かるかという問いに対する児童の回答
は、「好き・楽しい」と「分かる」の間に、大
きな隔たりがある。学ぶことの価値を伝える
取り組みを、継続する必要がある。 

88％ A 

た
く
ま
し
く 

心身の健康を大
切にし、思いを
持って粘り強く
努力する子 

進んで運動に取り組み体
力を向上させる子 

・2 学期は、とび箱やマット運動を実施し、
各学年の課題を意識して取り組んだので、3
学期も引き続きボール運動などで運動面の課
題を意識して取り組みを続けていく。 
・数値では現れにくいが、養護教諭の保健指
導で姿勢を意識できる児童が増えてきてい
る。 

85％ A A A 

＜ 2025 年度 北条小学校 学校評価 ＞ 

年度当初に決めた教育活動の重点項目について、児童・保護者アンケートの結果をもとに、職員会で成

果・課題等を話し合いました。その協議の結果を北条中学校区学校運営協議会に報告し、本年度の評価を

行いました。概要をお伝えします。（評価： Ａ ８０％以上 Ｂ ６０～７９％ Ｃ ５９％以下） 



＜次年度に向けて＞ 
北条小学校は、ＣＳの活動等地域の皆様に支えられ、多くの面で素晴らしい成果を上げています。

一方で、「言葉遣いを通した人間関係の構築」と「自ら学びたくなる意欲の向上」という明確な課題

も見つかりました。 

自己目標の達成に向けて
工夫と努力を積み重ねる
ことができる子 

・家庭での保護者の意識と声かけで,結果が向
上すると考えられるので、引き続き保護者に
啓発を行っていく。 
・保護者による集計結果が即座に反映される
わけではないので、長期的な視点で分析をし
ていく必要がある。 

89％ A 

これらの課題を皆様と共有し、学校・家庭・地域が一つのチームとなって、子どもたちの未来を切
り拓く力を育てていきたいと考えています。 



令和７年度 北栄町立大栄小学校 スクールプラン（重点項目）                                                                                        令和８年２月５日 

  学校教育目標        黒ぼくの大地に たくましく生きる子どもの育成       めざす学校像【落ち着いて安心でき、笑顔あふれる元気な学校】 

 

 
重 点 項 目 め ざ す 姿 現   状 具体的な取組 評  価  指  標 

中間

評価  

最終

評価  

総合

評価  

 

 

か 

し 

こ 

い

大

栄 

の 

子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学ぶ意欲と確

かな学力向上

に努める 

 

 

①「やってみた
い」「わかっ
た」「生活に
つなげよう」
主体的に学ぶ
教科学習 

・進んで課題解決に取
り組み、自分の考え
を表現できる。 

・８７％の児童が「理科は楽しい」と感じ
ている。また、４５．５％の児童が 

 「理科の内容がよく分かる」と感じてい
る。 

・「自分の考えをもつこと」「書くこと」
を苦手としている児童が見られる。 

 

・ラーニング・マウンテンによる単元構成や単元の
ねらいを児童と共有する。（ゴールイメージの明
確化、内容の焦点化） 

・ペアや小グループなどの活動を取り入れ、多様な
考えを引き出す授業づくりを行う。 

・学習の中に、３Ｚ（時間・字数・条件）を伴った
記述を取り入れる。 

・「わかった」「やってみたい」につながるＩＣＴ
機器の活用。 

・理科アンケート 問１:理科の学習は好きですか 問２:理科の学
習の内容はよく分かりますか…肯定的評価８５％以上 問６：観
察や実験の結果からわかることを進んでまとめていますか。…肯
定的評価７５％以上。 

・単元の中で一問多答を意識しながら、授業展開ができたか。 
・学習の中に、３Ｚ（時間・字数・条件）を伴った記述を取り入れ
た授業を行うことができているか。 

・ＮＲＴの学力偏差値平均５３以上。（国語科・理科） 

74
% 

81
% B 

②基礎学力の確
実な定着 

 
 
 
 

・基礎的・基本的事項
を確実に身につけ、
学んだことが活用で
きる。 

 
 

・学年間で指導が概ね同一歩調で行えた。 
・朝のチャレンジタイムで国語αドリルに
取り組んだり、タブレット活用をしたり
している。 

・主体的な学びを実現する指導を継続して
いる。 

・ＩＣＴを活用し、基礎基本の習熟を図る。 
・個に応じた指導時間の確保と方法の工夫をする。 
・チャレンジタイムの充実 
 

・単元テスト・学期まとめ等の「知識・技能」の平均正答率が８０
％以上。 

・チャレンジタイムやＩＣＴを活用した学習を実施できたか。（ｅ
ライブラリの活用等） 

・個別指導を行い、個の変容（点数の向上や「できた」「できるよ
うになった」と実感できる態度）が見られたか。 

78

% 

83

% 

B 

③本に親しむ子
どもの育成 

 
 

・いろいろな種類の本
を読み、読書力をつ
け多様な見方・考え
方ができる。 

・国語・生活・社会・総合的な学習の時間
を中心に図書館で資料活用ができた。 

・貸出冊数を昨年度と同様としたい。 
（昨年度７７％） 

・図書館イベントの工夫を行う。 
・課題解決をするための図書資料を活用した授業を
取り入れる。 

・教師による本の紹介と読み聞かせを行う。 
・読書ボランティアを活用する。 

・図書イベントの実施を通して、楽しみながら多読ができたか。 
・図書資料を活用した学習を行ったか。 
・貸出冊数が高学年８０冊、中学年１００冊、低学年１２０冊以上
の目標。高学年７０％、中学年８０％、低学年９０％の達成率。 

81

% 

88

% 

A 

④ふるさと地域
への愛着を高
める 

・ふるさと地域学習を 
楽しんで積極的に 
取り組む。 

・各学年の生活・社会・総合的な学習の時
間で地域学習を積極的に行っている。 

・CSと連携して地域学習を進めている。 

・生活・社会（見学）・総合的な学習の時間など、
地域学習に関する年間計画の見直しを行う。 

・教育活動の中で、単元の時期やねらい等、ＣＳコ
ーディネーターと連携し、保護者、地域の方、こ
ども園・中学・高校との関わりを深める。 

 

・ふるさとに関わる項目の肯定的評価が８０％以上 
 （児童アンケート） 
・学習後の振り返りの中で自己を見つめたり、お世話になった方へ
感謝の気持ちを伝えたりすることができたか。 

79

% 

90

% 

A 

 

 

 

 

や 

さ 

し 

い 

大 

栄 

の 

子 

 

 

 

 

 

 

心を耕し豊か

な心を育む指

導に努める 

 

 

 

 

 

①クラスパワー
（学級力）の
向上 

 
 

・よりよい関係づくり 
のために、自分の行 
動や友だちへの関 
わり方を考えるこ 
とができる。 

・設定した目標に向かって学級全体で取り
組めてきている。 

・意図的な取組で友だち同士の関わりがよ
くなっている。 

・友だち同士の声かけによって、ポイント
アップしていく取組が不十分。 

・学年に応じた目標の設定を工夫する。 
 （花丸や掲示物評価など、自分たちの取組が視覚

的に分かるようにする。） 
・他の学級のクラスパワーアップ会議の様子を情報
交換して、学級に取り入れる。（「ほめほめシャ
ワー」の取組を使って短時間で実践する。） 

・ＣＣＴ（クラス・カルチャー・タイム）を行う時
間を確保する。 

・学級で成果が上がる目標設定となったか。また、目標達成に係る
視覚的支援ができたか。 

・クラスパワー会議をもとに、人間関係づくりを進める６項目の中
から高めたい力（１つか２つ）を選び、数値を高めるための具体
的な活動やＣＣＴを実践できたか。 

・２回のＱＵ検査の結果、学級全体が望ましい方向に変容したか。 
 

74
% 

81
% B 

②グッド・コミ
ュニケーショ
ンの育成 

 
 

・気持ちのよい明るい 
あいさつや返事・言 
葉遣いができる。 

 
 

・昨年度に比べ、あいさつができる児童が
増加している。 

・地域でのあいさつがよくなってきている。 
・正しい言葉遣いや名前の呼び方ができて
いない場面がある。 

・委員会の取組や学級内での日々の指導の積み上げ
を行う。 

・グッド・コミュニケーションを向上させるために
ＳＳＴ（ソーシャル・スキル・トレーニング）や
ＣＣＴ（火・木）の活用をする。 

・各種アンケートを日常の指導に活かす。 
（生活をふりかえろう、学校・町のいじめアンケ
ート・ＱＵ） 

・あいさつや返事に関するアンケートで肯定的評価が８０％以上。 
（児童アンケート８） 

・児童の日常生活における言動に良好な変容が見られたか。 
・各種アンケートを分析し、早期解決・早期対応に努めたか。 
 

83

% 

81

% 

B 

③子どもの特性
に応じた特別
支援教育の充
実 

 

・自分を肯定的に理解 
し、自信をもって生 
活する。 

・環境の変化によって、学校生活への適応
が難しい児童がいる。 

・大勢の中では、気持ちを伝えにくい児童
がいる。 

・児童に対する適切な理解と支援方法の検討 
・児童の成長とそれに合わせた対応 
・校内の各種委員会の充実 
・級外職員も含めた学校全体の組織的な対応を行う。 

・不登校児童数が減ったか。 
・けがや発熱以外の保健室利用の児童が減ったか。 
・ＳＳＴによって児童の言動に変容があったか。 
・自己肯定感に対するアンケートで肯定的評価が８０％以上となっ
たか。（児童アンケート１４） 

79

% 

86

% 

A 

 

た 

く 

ま 

し

い 

大 

栄 

の 

子 

 

 

運動好きで健

康な子どもの

育成に努める 

 

 

 

 

①体力の向上 
 
 
 
 

・めあてをもって体力 
づくりができる。 

 
 
 
 

・柔軟性が改善傾向にある。上体起こしの
数値が低い。そのため、姿勢の保持が難
しい児童がいる。 

 
 
 

・体力テストの結果をふまえ、北栄スポーツクラブ
の指導員による指導を計画し、１・３・５年で体
つくり運動の学習を実施する。 

・柔軟性と投てきを意識した運動を時期をみながら
取り入れていく。 

 

・今年度の体力テストでは、前年度の結果より向上が見られたか。
全国平均値程度であるか。 

・各学級の実態に合わせて、柔軟性を高める運動や投げる運動を実
施し、多様な動きができるようになったか。 

 
 
 

74
% 

87
% A 

②健康づくり 
 
 
 
 

・食事・生活（メディ
アを含む）リズムを
整え、健康な生活が
できる。 

 
 

・早寝・早起き、朝ごはん、グッド・コミ
ュニケーションの習慣が確立されつつあ
る。 

・児童アンケートでテレビやゲームの利用
２時間以内が守れている児童が７２％で
あった。 

・昨年度のう歯の治療率が５９％で低い。 

・栄養教諭を活用した食育の推進を図る。 
・給食委員会による給食の食材を放送で紹介する。 
・個人懇談で長期休業中の受診を勧める。 
・ＰＴＡの健康教育推進部で課題を共有し、具体的
な取組を行っていく。 

・メディアコントロール調査の結果をもとに、指導
や啓発を行う。 

・給食委員会や栄養教諭を活用した食育の推進を行ったか。 
・う歯の治療率が６０％以上になったか。 
・学校保健委員会やＰＴＡ健康教育推進部で、児童の健康課題を共
有し、対策を考えることができたか。 

・「生活をふりかえろう」アンケートでテレビやゲームの利用が２
時間以内で守れている児童が７５％以上。 

74

% 

83

% 

B 

【評価の基準】    Ａ：十分達成（８５％以上） Ｂ：概ね達成（７０％以上） Ｃ：やや不十分（６０％以上） Ｄ：不十分（６０％未満） 

 



令和７年度 北栄町立大栄小学校 スクールプラン（成果と課題） ２月５日 

 重点項目 成果 課題 改善策 総 合 評 価  

 

 

か 

し 

こ 

い

大

栄 

の 

子 

 

 

 

 

 

学
ぶ
意
欲
と
確
か
な
学
力
向
上
に
努
め
る 

①「やってみ

たい」「わ

かった」「

生活につな

げよう」主

体的に学ぶ

教科学習 

・理科アンケートで85％以上

が「理科が好き」と答えた。

「生活に生かせる」という回

答も多い。  

・ラーニング・マウンテンを

作っておくことで見通しをも

って授業ができた。  

・理科が好きな子が多いが、テ

ストの正答率は低い。  

・「好き」を「分かる」につな

げたい。  

・ラーニング・マウンテンを作

るタイミング、もう少し余裕を

持っていきたい。  

・指導者の意識を変える。実生活

につなげる授業づくりなど  

・ラーニング・マウンテンを使い

まわせるように、各学年が次年度

のために整理、準備しておくとよ

い。  

B 

②基礎学力の

確実な定着 

 

 

 

 

・知識・理解の正答率80％以

上  

・Eライブラリを使うことで個

別最適の学習が進められた。  

・チャレンジタイムがあるこ

とで子どもたちがいろいろな

問題に触れられた。  

・低位の子への支援も大切だが

、中位、上位の子たちをもっと

伸ばせるような取組が必要。全

体の底上げにつなげる。  

・Eライブラリの使い方に課題が

ある。達成率が不十分なまま進ま

せない。  

・基礎基本の定着が不十分。  

・非認知能力を高める取組をする

。  

・興味のあるものだけでなく、苦

手をつぶす自主学習ができるよう

声を掛ける。  

・語彙をふやす取組をする。（マ

イディクショナリー等）  

B 

③本に親しむ

子どもの育

成 

 

・図書館のイベントのおかげで

子どもたちが本に触れる機会が

増えた。  

・借りたけどきちんと読んでな

い子がいる。  

・家庭での読書習慣をつけてい

きたい。  

・帰りの会の時間を使って日直が

本の紹介するなど、子ども同士で

紹介し合う機会をつくる。  
A 

④ふるさと地

域への愛着

を高める 

・ゲストティーチャーによる授業  

・CS の活用（しめ縄、ゴミ拾い、

かけ算九九、むかし遊び等）  

・家庭科ボランティア 

・特になし  ・今年度通り交流を行い、ふるさ

と地域への愛着を高めていきたい

。  

 
A 

 

 

 

 

や 

さ 

し 

い 

大 

栄 

の 

子 

心
を
耕
し
豊
か
な
心
を
育
む
指
導
に
努
め
る 

①クラスパワ

ー（学級力

）の向上 

 

 

・具体的な目標を立て、次へ

生かしている。  

・話し合いの進め方が上手に

なった。  

・クラス全体で意識し、パワ

ーが向上してきている。  

・定期的に目標達成できている

か確認ができていない。  

・項目が多くて振り返りが難し

い  

・目標に対して確認する時間を作

る。（中間評価など）  

 

・項目について再検討もあり。  

・確認するものを１つに絞って継

続していく。  

B 

②グッド・コ

ミュニケー

ションの育

成 

 

 

・あいさつできる子が増えた

。  

・委員会の発表などで声が大

きくはっきり言える児童が増

えた。  

・昼に出会ったときのあいさつ

が課題。  

・分からないことを遠慮して言

えない子がいる。  

・あいさつ以外の声は小さい。  

（授業の初め、終わり、返事）  

・ちくちく言葉だという認識を

持たず発言してしまっているこ

とがある。  

・どこでもいつでも挨拶をするよ

うに意識づけさせる。  

・日頃からコミュニケーションを

とって、信頼関係を築く。  

・返事を返すよう粘り強く声をか

ける。  

・アンテナを高くし、相手を傷つ

ける言葉だと伝える。  

B 

③子どもの特性に

応じた特別支援

教育の充実 

・リラックスタイムで落ち着

いて活動を始められる。  

・専門的な見方が学べた。  

・通常学級で支援が必要な子へ

の対応を考える必要がある。  

・教育力の向上を目指す。  

A 
 

た 

く 

ま 

し

い 

大 

栄 

の 

子 

運
動
好
き
で
健
康
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る 

    ①体力の向上 

 

 

 

 

・体育の学習で、鉛筆転がり  

→体のバランスが◎  

・朝運動  

→ハードル、縄跳びなど楽し

い工夫  

・BGの指導員さんの指導  

 

 

・スポーツ委員会の取組◎  

・朝運動への取り組む姿勢に個

人差がある。固定化  

・体力テストの結果で成績が低

いもの（ボール投げ、柔軟）に

取り組む。  

・アキレスけんを伸ばす道具の

工夫  

・授業中に取り入れる。  

・朝運動で取り入れる。  

（例）学級対抗  

 

 

・道具の工夫（職員作業で作る）  

A 

②健康づくり 

 

 

 

 

・栄養教諭による食育指導◎  

・感染症の数が少ない。  

・保健室へ来室人数が少ない  

・早寝早起き運動ができてい

る児童が多い。  

・規則正しい生活をする児童

が多い。  

・リラックスタイムの効果◎  

・メディアのルールが定まって

いない。（睡眠時間が短い）  

・歯磨きが雑になっている児童

がいる。  

 

・歯磨チェック  

・家庭への啓発  

・リラックスタイムの工夫  

（例）  

・子どもたちの意見を聞いてみる

。  

・時間や機会を検討する。  

B 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
３月４日に全校児童による６年生ありがとう集会が開かれました。この集会は５年生が中心となり、「いま

までの感謝をせいいっぱい笑顔でつたえよう」のめあてを掲げ、会の企画から当日の準備や運営、飾りつけ

など５年生が役割を分担して進められました。会の中では各学年が、６年生にちなんだ劇やクイズ、ダンス

などを通してこれまで学校を支えてくれた６年生に感謝を伝えました。６年生からも楽しい劇とクイズ＆ダ

ンスが披露されました。下級生の心のこもった出し物やプレゼントに目を細めて喜ぶ姿が印象的でした。 

６年生ありがとう集会 

 

 

  

いよいよ卒業式まであと６日となりました。６年生は毎日のように卒業式の練習に取り組んでいます。卒業式

は、６年生にとって最後の授業となりますが、この授業が小学校生活最高の授業となるよう「何事にも一生懸命

に取り組んできた」６年生の素晴らしい姿を見せてほしいと願っています。 

 

 

     

 

 

いよいよ卒業式 



 
年度当初に決めた教育活動の重点項目について、児童・保護者アンケートの結果をもとに、教職

員で成果・課題等を話し合いました。その協議の結果を大栄中学校区学校運営協議会に報告し、本

年度の評価を行いました。概要をお伝えします。（詳しくはホームページに掲載します。） 
（評価： Ａ 十分達成 Ｂ 概ね達成 Ｃ やや不十分 Ｄ 不十分） 
＜学ぶ意欲と学力の定着・向上に努める＞ 
① 「やってみたい」「わかった」「生活につなげよう」主体的に学ぶ教科学習【Ｂ】 
② 基礎学力の確実な定着【Ｂ】   ③ 本に親しむ子どもの育成【Ａ】 
④ ふるさと地域への愛着を高める【Ａ】 

（成果） 
○理科アンケートで 85％以上が「理科が好き」と答えた。「生活に生かせる」という回答も多い。 
〇ラーニング・マウンテンを作っておくことで見通しをもって授業ができた。  
〇知識・理解の正答率が 80％以上となった。 
〇Eライブラリを使うことで個別最適の学習が進められた。 
〇チャレンジタイムがあることで子どもたちがいろいろな問題に触れられた。 
○図書館のイベントのおかげで子どもたちが本に触れる機会が増えた。 
〇CSの活用（家庭科ボランティア、しめ縄、ゴミ拾い、かけ算九九、むかし遊び等）が効果的 
（課題） 
△理科が好きな子が多いが、テストの正答率は低い。「好き」を「分かる」につなげたい。 
△Eライブラリの使い方に課題がある。達成率が不十分なまま進ませないようにする。 
△本は借りたけどきちんと読んでない子がいる。 
＜心を耕し豊かな心を育む指導に努める＞ 
① クラスパワーの向上【Ｂ】   ② 生活習慣の定着【Ｂ】 
③ 子どもの特性に応じた特別支援教育の充実【Ａ】 
（成果） 
○具体的な目標を立て、次へ生かしている。 
〇話し合いの進め方が上手になった。クラス全体で意識し、クラスパワーが向上してきている。 
○あいさつできる子が増えた。委員会の発表などで声が大きくはっきり言える児童が増えた。  
○ リラックスタイムで落ち着いて活動を始められる。 
（課題） 
△学校を訪問された方に対し、昼に出会ったときのあいさつが課題。 
△分からないことを遠慮して言えない子がいる。あいさつ以外の声は小さい。  
＜運動好きで健康な子どもの育成に努める＞ 
① 体力の向上【Ａ】   ② 健康づくり【Ｂ】 
（成果） 
○体育の学習で、鉛筆転がりを入れることで体のバランスがとれるようになった 
〇朝運動で経験したハードルや楽しく工夫された縄跳び運動に興味がもてた。 
〇Ｂ＆Ｇの指導員さんの指導が良い影響を与えた。  
〇栄養教諭による食育指導を全学年で実施され、食の大切さを学ぶことができた。  
〇昨年度と比べ保健室へ来室人数が少なく、落ち着いた生活、健康に気をつけた生活ができた。  
（課題） 
△朝運動への取り組む姿勢に個人差がある。体力テストの結果で成績が低いものに取り組む。  
△歯磨きが雑になっている児童がいる。 
 
＊ 次年度も、挙がっている課題を解決しながら、よりよくなるよう進めていきたいと思います 

で、ご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いします。 

『子どもの笑顔』～児童の活躍～ （敬称略） 
〇第２８回中部ミニバスケットボール新人戦 

 男子の部 第３位 北条ミニバスケットボール少年団 

〇中部地区陸上協会表彰 

 優秀賞 青島 聖 穐山 誉叶 片山 心菜 山本 詩   

  

 

 

    

 

本年度学校評価について 



令和７年度　北栄町立北条中学校　　学校自己評価表　　　　　　　 評価規準　Ａ＝80%以上　　Ｂ＝60%以上　　Ｃ＝60%未満

項　目

1 84% A 1 88% A

2 83% A 2 82% A

22 86% A 22 91% A

23 86% A 23 91% A

2 53% C 2 60% C

3 91% A 3 93% A

4 86% A 4 90% A

24 87% A 24 93% A

3 53% C 3 62% C

6 81% A 6 90% A

7 62% B 7 69% B

25 81% A 25 84% A

4 44% C 4 46% C

13 91% A 13 88% A

7 81% A 7 90% A

8 87% A 8 92% A

9 76% B 9 85% B

26 81% A 26 88% A

27 74% B 27 85% B

10 49% C 10 62% C

11 79% B 11 86% B

12 82% A 12 89% A

13 63% B 13 78% B

28 82% A 28 90% A

29 72% B 29 78% B

14 71% B 14 78% B

15 56% C 15 72% C

30 64% B 30 83% B

14 90% A 14 90% A

16 67% B 16 79% B

17 91% A 17 90% A

31 87% A 31 92% A

5 52% C 5 64% C

14 90% A 14 90% A

18 83% A 18 88% A

19 87% A 19 95% A

20 92% A 20 96% A

32 83% A 32 91% A

15 89% A 15 92% A

21 79% B 21 83% B

33 69% B 33 74% B

6 37% C 6 49% C

16 93% A 16 91% A

7 62% B 7 66% B

17 66% B 17 70% B

○教育目標 主体的に学び　自己実現に向かう　こころ豊かな生徒の育成

重点目標
本年度の努力事項

具体的な方策
               評価指標

 生徒：生徒アンケート

 保護者：保護者アンケート

学校の所見・改善策
目指す姿と現状

1
主体的・対話的に

学び合い、考え、

活動（表現）を広

げ深めていく授業

づくりと学力向上

１－１
・基礎基本の定着と、思
考力判断力表現力の伸長

目
指
す
姿

・基礎基本が身につき、活用しようと
する
・生徒が単元や本時のねらいと本時の
学習の流れを把握している。
・生徒が学習課題に果敢に取り組む。

現
状

・学習課題や学習活動が分からないまま
授業に参加している生徒がいる。
・素直に教師の言葉を受け入れて学習す
るが、その場だけになり基礎学力の定着
が難しく、まとめたり、表現する力が弱
い。

・毎時間の授業の「学習のめあて」と「学習の流れ」を具体的に黒
板に明示し、終わりに振り返りカードなどを活用した振り返りをす
る。
・本時のねらいに即した学習課題や学習活動を計画的に設定する。
・学習内容をわかりやすく伝える工夫をする。（言葉、文字、映像
など）
・ＩＣＴ機器を効果的に活用する。

＜生徒（自分は～）＞
　１・授業に粘り強く取り組む
　２・授業の内容が理解できている
＜生徒（先生は～）＞
　２２・めあてや流れをわかりやすく示す
　２３・内容をわかりやすく伝える工夫をする
＜保護者（学校は～）＞
　２・わかりやすい授業をしている

７月
％

 中間
 評価
7月

12月
％

 最終

 評価

12月

学校

自己

評定

関係

者評

定

期末
評価
12月

・生徒のアンケート結果と実情との乖離が感じられる。
アンケート時期が重なるので、アンケートの取り方や精
選が必要かもしれない。
・掲示してある授業への向かい方を確認して、授業のめ
あてに対して、自分が目的を持って取り組めるように啓
発する。
・ＩＣＴを活用して、仲間と学び合う姿が多く見られる
ようになった。また、学び方を個別に選び、取り組む姿
も見られるようになった。
・主体的に取り組める家庭学習とは何か、が課題。学校
が出す課題という時点で主体的でなくなってしまうので
はないか。家でもやってみたくなる課題に繋げる授業デ
ザインを考えていく。
・年間を通しては学習規律が身についていっているが、
生徒が授業に向かえるように継続して指導を行う。

１－２
・関わり合いのある授業
づくり

目
指
す
姿

・「聴き方」を意識し、学習規律が守
られている。
・自ら思考し、自分の考えを持ち小集
団での学び合いに参加する。
・間違いを恐れず、自分の考えや思い
を積極的に表現する。

現
状

・全体的には落ち着いて授業を受けてい
るが、先生や友達の話を最後まで聞く姿
勢や粘り強さが課題である。
・学習規律が定着していない生徒も見ら
れる。
・意見を持って対話するような学び合う
関係性やスキルがまだ築かれていない。

・聴き方のルールを意識して、自ら学び合いに参加させる。
・状況に応じてペアやグループを活用し、クラス全体が学びやすい
環境をつくる。
・グループ学習やペア学習を効果的に行い、問題解決に向けて粘り
強く取り組ませる。

＜生徒（自分は～）＞
　３・人の話をしっかり聞いている
　４・落ち着いた授業態度である
＜生徒（先生は～）＞
　２４・自分で考える時間やグループやペアの
　　　　時間を確保している
＜保護者（学校は～）＞
　３・落ち着いて授業に取り組む指導をしている

79.3% B

78.2% B 82.4% Ｂ

Ｂ Ｂ84.3% Ａ

A

A

＜生徒（自分は～）＞
　６・出された課題をしっかり提出している
　７・課題以外の学習に進んで取り組んでいる
＜生徒（先生は～）＞
　２５・ねらいや取り組み方を教えてくれる
＜保護者（学校は～）＞
　４・生徒が取り組めるよう工夫している
＜保護者（家庭は～）＞
　１３・自主的に取り組むよう声かけをしている

71.5% B 75.3% Ｂ

2
夢や目標を持ち、

進んで粘り強く最

後まで物事をやり

きる態度の育成

２－１
・生徒の自治的・自主的
な活動の充実

目
指
す
姿

・日々の生活の中にある自分達の課題
に気づき考え、生徒の力で解決するこ
とができる。
・学校行事等への主体的な取組がで
き、自分への信頼を高めることができ
る。

現
状

１－３
・家庭学習の習慣確立

目
指
す
姿

・生徒が家庭学習をする意義を理解し
ている。
・生徒が進んで家庭学習をする。

現
状

・家庭学習をやりきる習慣が身について
ない生徒が見られる。
・家庭学習の時間が少ない生徒が多い。

・家庭学習に対する意識や方法を継続的に指導する。
・授業と結びついた宿題を継続的に出す。
・家庭での生活のリズムを意識させる。
・未提出の生徒の実態を把握し、家庭との連携を密にする。

２－３
・キャリア学習の推進と
進路指導の充実

目
指
す
姿

・自分の将来について夢や志を持ち、
日々努力できる。

現
状

・将来の目標や人生設計を見いだせてい
ない生徒が多い。
・自分自身の良さや能力に気づいていな
い生徒が多い。

Ａ

B

Ｂ Ｂ

・生徒を中心に据えた学校行事や委員会活動を展開し、生徒の充実
感や達成感につながった。
・今年度は教員の「ボイスシャワー」はなかなか浸透していなかっ
た。行事の際、お互いに認め合う取り組みは多くあった。今後、普
段の学校生活の中から生徒同士がお互いに認め合っていける活動を
増やしていく必要がある。
・コミュニティスクールも５年目となり、地域の人との関わりを増
やすことができた。ボランティアへの参加昨年度より増加した。
（昨年６３人→今年８０人）なかにわプロジェクト、大トーク大会
などのイベントでも、異学年との交流や大人と関わる機会となり、
様々なことから生徒のコミュニケーションの力を伸ばすきっかけと
なった。
・本校は、自分に自信のない生徒が多く、「将来」や「仕事」に関
するイメージが「お金」にだけ結びついている生徒が多いと感じ
る。今年度、２年生の文化祭での『地域の素敵な大人との出会い』
という発表や、１年生の総合的な学習での「職業調べ」で、地域で
働く大人と出会うことで、自分のキャリアや自分たちの地域を見直
すきっかけとなった。
・自己肯定感や自己有用館を高めるために、行事等での級友同士の
評価をクラス内（いいとこみつけ）にとどめることなく、学校や学
年全体で評価する機会（掲示等）を設けた。また、学期末にクラス
で頑張った人を認め合うアンケートの実施も行った。
・学年ごとの総合的な学習、キャリア教育の内容をより効果的なも
のにしていくよう検討した。

２－２
・対話を通して育む、自
ら考え、判断し行動する
力の育成

目
指
す
姿

・みんなが納得できる解決策を考える
ために、お互いの違いを理解した対話
ができる。
・適切な言葉を遣い、自分の思いを他
者に伝えることができる。
・正直に苦手なことを語り会い、素直
に助言を受け止め、誠実に努力を重ね
る。

現
状

・指示されたことに対して素直に取り組
む生徒が多いが、自分の意見を持った
り、表現する力は弱い。
・お互いの違いを認め合いながら話し合
う力は、全体的に高くなく、精神的にも
幼い生徒が見られる。
・自分の良さに気付かず、自信のない生
徒が多い。

・様々な場面で、自分自身をより理解し、自らの生活をより良くしてい
くための振り返りをさせる。
・授業での話し合い活動、学級での班活動などを多く取り入れ、コミュ
ニケーション能力の育成や人間関係つくりを進める。
・生徒同士で認め合う機会を作る（ボイスシャワー、認め合い、他者評
価）
・具体的なアンケート（どんなことに自信があるか、ないか等）を、情
報収集・生徒理解のために実施する。
・学校運営協議会を通して、外部の方と交流する機会を増やし、地域の
中で生徒を育てる。
・SSTなどを通して、自分の感情や言動をコントロールする力、折り合い
をつける力を身に付ける。

・係や当番活動など決められた自分の仕
事はきちんとできる生徒が多いが、それ
以外に工夫する力は弱い。
・全体の動きよりも個人のことが優先さ
れ、活動の開始を意識できない生徒が見
られる。
・自主的、主体的に考えて行動する力が
弱く、安易な方向に行こうとする。

・生徒の手による学校行事になるよう、生徒や生徒会へ計画的で適
切な支援をし、達成感や充実感を味わえるようにする。その結果と
して、生徒の主体性や責任感を育てる。
・帰りの会などでの-授業評価や美化評価から、学級の成果や課題
を共有し、生活の改善ができる。
・月２回の生徒集会や専門委員会・代議員会の実施をする。
・教員の肯定的な声かけ（ボイスシャワー）を増やし、生徒に自己
肯定感や有用感を持たせ、教員との信頼関係の向上も図る。

＜生徒（自分は～）＞
　７・行事に進んで取り組む
　８・係活動・委員会活動を積極的に行う
　９・帰りの会の授業評価や美化評価を学校生活に役立
てる
＜生徒（先生は～）＞
　２６・係活動・委員会活動に積極的に関わる
　２７・頑張ったことを認める声かけをする

79.6% B 87.7% A

A

A

71.1% B 80.3% Ｂ

3
人権意識の醸成及
び豊かな人間関係
づくりといじめ・不登
校の未然防止

３－１
・違いを理解し、他者を
尊重し合う意識の醸成

目
指
す
姿

・誰もが安心して生活し、力を伸ばし
合う環境を生徒が主体となって作ろう
とする。
・差別や不合理を見抜き許さず、仲間
と力を合わせて問題を解決していこう
とする生徒同士の関わりができる。

現
状

・小学校からの関係をもとに、適度な距
離感を持ち、励ましや声掛け、協力がで
きる。班などの話し合い活動が活発であ
る。
・助言を素直に受け止め、前向きに考え
る生徒が多い。
・短絡的に思いつくままの発言をしてし
まう生徒もいる。

・生徒が学校生活に困り感を感じるこ
となく生活出来る。
・専門機関の知見を求めることで、よ
り適切な支援ができている。

現
状

３－４
・生徒の教育的ニーズの
把握と共通理解、専門機
関との連携による支援体
制の充実

目
指
す
姿

 ３－３
・いじめ・不登校の未然
防止・早期対応

目
指
す
姿

・いじめにつながる言動に対して生徒
がお互いに注意しあえる。
・いじめや不登校傾向を早期発見・早
期対応できる。

現
状

・善悪の判断はついていても、固定化し
た人間関係の中で、正しいことが言えな
い生徒がある。
・アンケートや教育相談などを通し、早
期発見・早期対応に努めている。
・外部機関との連携強化が図られてい
る。

・「いじめ防止とより良い人間関係づくり」のための学習を計画的
に行う。(道徳･学活)
・生徒支援委員会を通して、学年や学級をこえた教師間で情報交換
や相談活動を行う。また、いじめアンケートにより、いじめを早期
に発見し、適切に対応する。
・ハイパーQ-Uの分析を活用し、要支援生徒を発見するとともに、
親和的な集団づくりへの手立てを話し合う。

Ｂ Ｂ

・生徒の中にお互いを認め合って生活する意識が徐々に向上してきた。よ
り仲間を認め合う意識の向上のために話し合いの場面の設定を増やしてい
きたい。良いことは良い、悪いことは悪いといえる雰囲気が見られるよう
になった。班活動を意識させたことが人間関係を深めることにつながった
と考える。
・攻撃的な言葉の減少が見られた。（学年差はあるが…）
攻撃的な言葉を発する生徒に対しては、個別に対応している。今後は集団
としての成長を期待している。
・「なかにわプロジェクト」や「ありがとうメッセージ書き」などの企
画・運営によって学年を越えての「関わる活動や伝える活動」の機会が増
えた。また、大トーク大会に向けた話し合いや打合せを全体で共通理解し
実施した。
・生徒会執行部（委員会活動含む）の活動・呼びかけにより、ルールを守
る・時間を守る・あいさつをするなど昨年度と比較してよくなってきた。
・いじめアンケートや教育相談アンケートの実施（定期的）により早期発
見につながった。教育相談等の充実を図り、個人相談・家庭連絡で解決に
努めた。ただ、支援の必要な生徒（家庭）が増えたことによって会議も増
加していることが教員の負担も課題としてあげられる。※組織的に対応し
ている。
・ハイパーQUの実施によって客観的な視点を学級・学年運営に活用した。
・生徒支援委員会を週1回の頻度で開催した。参加者（教員・教育委員
会・SSW・SC等）多面的な視点での意見を踏まえながらどう対応していく
か対策ができた。解決には至ってない例もあるが引き続き取り組んでい
く。※指導と支援をバランスよく行う。
・生徒会発信を活用していく（人権意識・生活習慣）そこから、学校・学
年・学級へと取り組むことが重要。
　※教員はそれをサポートしていく
・生徒同士の友好的な人間関係を築くために道徳・学活の充実を図ってい
く。
・保護者に対しては、いつでも相談・連絡等してもらえるよう伝えていく
ことが必要である

３－２
・基本的生活習慣の確立

目
指
す
姿

。規則や約束、時間を守って生活する
ことができ、自分の仕事を最後までや
りきる。
・協力しながら高め合う集団づくりが
できている。

現
状

・規則や約束、時間を守って生活しよう
とする生徒が多い。
・問題が起きた時に、自分たちで解決し
ようとする姿や、そうでないときは教師
に相談して解決しようとする姿が見られ
る。

・短学活や各委員会の点検活動などを活用し、規則や時間・やるべ
きことができるように指導を継続する。
・期待する言動を具体的に示し、それを目標に活動に取り組ませる
とともに、評価を丁寧に示し、次の活動の意味付けを行う。

＜生徒（自分は～）＞
　１８・あいさつをする
　１９・時間を守る
　２０・きまりを守る
＜生徒（先生は～）＞
　３２・きまりの指導をきちんとする
＜保護者（家庭は～）＞
　１５・きまりの指導をきちんとする

・人権宣言など、生徒会活動を通して、「人を大切にし、いじめを
許さない」集団づくりを進める。
・他者の言葉を紹介したり、お互いに頑張っている様子が伝わるよ
うな掲示物の工夫をする。（互いに認め合う場面を設定する。）
・生徒相互の話し合い活動を多く設定し、より良い解決法を話し合
いによって導き出せる手助けをする。
・グランドルールを意識し、実践させる。

＜生徒（自分は～）＞
　１６・良くないことは良くないといえる
　１７・困っている友達の手助けをする
＜生徒（先生は～）＞
　３１・良くないことは良くないと注意する
＜保護者（学校は～）＞
　５・互いに協力し合う関係を築く指導をする
＜保護者（家庭は～）＞
　１４・互いに協力し合う関係を築く指導をする

77.3% B 82.9% Ａ

68.1% Ｂ

A

A

63.7%

7月 12月

B

＜生徒（自分は～）＞
　２１・適切な言葉遣いをする
＜生徒（先生は～）＞
　３３・困っている生徒の相談に乗る
＜保護者（学校は～）＞
　６・いじめや不登校問題に対応する
＜保護者（家庭は～）＞
　１６・子供に寄り添い、子供の意見に耳を傾ける

69.5% B 74.2% Ｂ

・必要な支援の内容が十分把握できてい
る生徒と、把握できていない生徒がい
る。
・適切な連携ができるまでに時間がかか
る。
・本人、保護者の理解が進まないことが
ある。

・定期的な校内委員会（ケース会議・支援会議・就学指導委員会<年３回
>）を実施する。
・教育相談アンケート、及び、教育相談週間を年２回行い、生徒理解に
努める。
・困り感のある生徒について、関係機関や保護者と連携し、多面的な角
度から対策を立てる。
・「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成と評価を進める。
（前期/後期）

＜保護者（学校は～）＞
　７・いつでも相談できる
＜保護者（家庭は～）＞
　１７・学校と意思の疎通を図る努力をしている

B

B

86.7% A 92.4% Ａ

・社会人講話（1年）、ワクワク北条、高校に学ぶ（2年）高校説明
会（3年）等の学年行事により、3年間を見通して、計画的に生徒の
進路意識を積み上げる。

＜生徒（自分は～）＞
　１４・将来の夢や目標に向けて頑張っている
　１５・自分の良いところを知っている
＜生徒（先生は～）＞
　３０・将来の事や進路、学校生活の向上についてアド
バイスする
＜保護者（家庭は～）＞
　１４・子供の進路について相談に乗っている

70.2% B 80.9% Ｂ

＜生徒（自分は～）＞
　１０・自分のことが好きである
　１１・自分の生活をより良くしようとしている
　１２・対話を通して、友達との人間関係づくりに取り
組む
　１３・地域の行事やボランティア活動に進んで関わる
＜生徒（先生は～）＞
　２８・自分の意見を出したり、友達の意見を聞く場を
つくる
　２９・地域の行事やボランティア活動等の情報を提供
する



北栄町立北条中学校 令和８年３月２日号 Ｎｏ.１９
北栄町立北条中学校
TEL 0858-36-4800
文責：萬 章夫

３月になり、今年度も残り１ヶ月となりました。前号で「去る３月」と書きましたが、３月の

異称は、「弥生（やよい）」です。「弥（いや）」は「いよいよ、ますます」などの意味。「生（お

い）」は「草木が生い茂る」という意味があり、冬が終わって草木が芽吹き生い茂る季節を表現

しています。また、３月５日は「啓蟄（けいちつ）」です。植物だけでなく、土に隠れていた虫

も地表に出てくる頃です。菜の花が鮮やかに開花するこの時期は、花冷えや寒の戻りもあります

が、ひと雨降るごとに暖かくなり、少しずつ、しかし確実に春へ向かいます。

３年生のみなさんはいよいよ卒業ですね。中学校の３年間でいろいろな経験をし、仲間と一緒

にたくさんの思い出をつくったことと思います。その思い出を大切にするとともに、中学校で学

んだことを糧として今後も努力を続け、新しい世界へと羽ばたいてください。

１，２年生のみなさんも４月からはそれぞれ２年生、３年生に進級します。授業や諸活動に真

剣に取り組むことがこれまで以上に必要になってきます。これまで３年生が見せてきてくれた姿

を思い出してみましょう。真摯に学習に取り組む姿、一生懸命に部活動に取り組む姿、リーダー

シップを発揮してくれた学校行事での姿、友だちを大切にする姿、数え切れないほどたくさんの

素晴らしい姿を私たちに見せてくれました。３年生が残してくれた北条中学校の歩みをしっかり

と繋ぎ、今後も自他ともに誇れる学校を皆で築いていきましょう。また、新入生が入学してきま

すが、一歩先を行く先輩として優しく、温かく接してください。

生徒表彰 ２月２１日（土）
毎年北栄町では、優れた活動を行った小・中学生を表彰しています。本校からも多くの生徒が

各賞を受賞しましたので紹介します。受賞者の皆さん、おめでとうございます。 〈敬称略〉

【児童生徒表彰】

◇学芸賞 中口歩実 ◇健康賞 大野心絆 ◇親切賞 羽合泰造

【スポーツ表彰】

◇スポーツ敢闘賞

〈柔道〉加藤翔輝

〈水球〉佐野徠夢

〈バスケットボール〉桝本翔稀、山本淳、門脇拓馬、枡田爽、

野間田銀次郎、山根湊、町遥真、枡田彪

〈陸上〉門脇美紅

〈バレーボール〉牧田幸姫、松本結衣、北中瑛太、山根謙信

〈硬式野球〉荒川隼也

◇スポーツ奨励賞

〈柔道〉加藤悠樹、田中夢乃

〈水泳〉山﨑心葉、宮下滉翔

西村希、山根日向、中田龍希、羽合泰造、河井孝太

第３１回卒業証書授与式について
（１）日 時 令和８年３月１０日(火)

開 式 午前９時３０分

閉 式 午前１１時００ 分（予定）

（２）場 所 北栄町立北条中学校体育館

（３）留意事項 玄関前は来賓駐車場となります。駐車はご遠慮ください。

北条中ＨＰ

≪裏面もご覧ください≫



【北条中学校ＨＰ】 https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/hojo-j

○学校評価のためのアンケート結果から
学校では、来年度の教育課程編成に向けた準備作業に入っています。そのための大切な資料と

して、２学期末、学校評価のための生徒・保護者アンケートを実施いたしました。今回は、アン
ケートの結果について報告します。この結果をもとに、本校の学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）の方々からご提言をいただきます。ご協力ありがとうございました。

（１）生徒アンケート 自分は （そう思う・だいたいそう思う）％ １学期 ２学期
① 授業に最初から最後まで粘り強く取り組んでいる 83.8 88.2
② 授業の内容が理解できている 82.5 82.0
③ 人の話をしっかり聞いている 91.2 92.5
④ 落ち着いた授業態度である 85.9 90.1
⑤ 家庭学習は出されたものにきちんと取り組み、提出できている 78.5 80.8
⑥ 予習や復習など、課題以外の学習に自ら進んで取り組んでいる 62.4 68.5
⑦ 行事には進んで取り組んでいる 81.2 90.1
⑧ 係活動・委員会活動を積極的に行っている 86.5 91.9
⑨ 帰りの会の授業評価や美化評価を意識して生活している 75.8 84.5
⑩ 自分のことが好きである 48.9 62.3
⑪ 自分自身を振り返りながら生活をより良くしていこうとしている 78.5 85.8
⑫ 班活動など対話を通して友達との人間関係づくりに取り組んでいる 81.8 88.8
⑬ 地域の行事やボランティア活動に進んで関わろうとしている 63.0 77.7
⑭ 自分の将来の夢や目標に向けて頑張っていることがある 71.1 77.7
⑮ 自分の良いところを知っている 55.7 72.2
⑯ 友達の良くないことは良くないと言える 67.1 79.0
⑰ 困っている友達の手助けをしている 90.6 89.5
⑱ 朝登校したときや、お客さんにあいさつできる 83.2 88.2
⑲ 授業やそうじ始まりなどの時間を守っている 86.5 95.0
⑳ 頭髪・服装・タスキなどのきまりを守っていますか 91.9 95.6
㉑ 適切な言葉遣いをしている 79.1 82.7
（２）生徒アンケート 先生は （そう思う・だいたいそう思う）％ １学期 ２学期
① 授業でめあてや流れをわかりやすく示している 85.9 91.3
② 学習の内容をわかりやすく伝える工夫をしている 85.9 90.7
③ 自分で考えたり、グループやペアで話し合う時間の確保をしている 87.2 92.5
④ 家庭学習のねらいや取り組み方をわかりやすく教えてくれる 80.5 83.9
⑤ 係活動・委員会の活動に積極的に関わっている 80.5 87.6
⑥ 頑張ったときに、頑張りを認めてくれる 73.8 84.5
⑦ 学活や道徳などで、自分の意見を出す場や友達の意見を聞く場をたくさん作 81.8 89.5

ってくれる
⑧ 地域の行事やボランティア活動等の情報をくれる 72.4 77.7
⑨ 将来のことや進路、学校生活の向上について、アドバイスをしてくれる 64.4 83.3
⑩ 良くないことは良くないと注意してくれる 87.2 91.9
⑪ あいさつや時間、きまりについてしっかり指導してくれる 83.2 90.7
⑫ いじめ・悪口など、困っている生徒の相談に乗ってくれる 69.1 74.0
（３）保護者アンケート 学校は （そう思う・だいたいそう思う）％ １学期 ２学期
① 教育目標や経営方針をわかりやすく伝えている 69.2 71.4
② わかりやすい授業をしている（子どもが授業がわかると言っている） 52.9 60.0
③ お子さんが落ち着いて授業できるよう指導をしている 52.9 61.9
④ 生徒が家庭学習にしっかり取り組めるよう工夫をしている 43.5 45.7
⑤ 生徒が相手の立場を尊重して互いに協力し合う関係を築くよう指導している 52.1 63.8
⑥ いじめや不登校などの問題に適切に対応している 36.7 48.5
⑦ 学級担任は、家庭との連絡など意思の疎通を図る努力をするとともに、保護 61.5 65.7

者がいつでも相談できる体制を整えている
⑧ 校舎内の安全管理・安全指導が適切に行われている 49.5 66.6
⑨ 校内の清掃が行き届き、教室をはじめ学校の施設・設備が整えられている 72.6 83.8
⑩ 保護者会、授業参観、ホームページなど、学校を公開する努力をしている 82.9 86.6
⑪ 学校職員は、適切な言葉遣いで生徒や保護者に対応している 77.7 84.7
（４）保護者アンケート 家庭では （そう思う・だいたいそう思う）％ １学期 ２学期
① 家庭学習に自主的に取り組むよう声をかけている 78.6 75.2
② 進路について相談にのってあげることがある 90.5 87.6
③ 相手の立場を尊重して、互いに協力し合う関係を築くよう指導している 89.7 90.4
④ あいさつや学校の決まりを守るなど、基本的生活習慣が身につくよう指導している 88.8 92.3
⑤ 子どもに寄り添いながら、子どもの意見に耳を傾けるようにしている 93.1 91.4
⑥ 学校や担任との連絡など、意思の疎通を図る努力をしている 65.8 70.4
⑦ 親の願いを子どもにわかりやすく伝えている 81.1 83.8
⑧ 子どもの健康管理、安全指導を適切に行っている 92.3 93.3
⑨ 子どもの家庭での役割分担を決めて指導している 75.2 74.2
⑩ ＰＴＡ研修会、保護者会、授業参観などに参加している 63.2 59.0
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令和７年度を終えるにあたって

寒い冬が過ぎ、桜の開花も間近な季節になりました。別れと
出会いの季節である春の訪れを感じます。３月１０日、北条中
学校のリーダーとして活躍をしてくれた７４名の３年生が卒業
しました。また、令和７年度も本日修了式を迎え、１・２年生
は本日をもってそれぞれの学年を修了しました。２年生は４月
からは、最上級生としての責任と自覚をもって、また、自分自
身の進路決定に向けて、更なる努力を期待しています。１年生
は、４月からは先輩と呼ばれる立場になります。先輩としての
自覚を持ち、後輩たちをより良く導いてくれる姿を楽しみにし
ています。

令和７年度 学校評価について

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委員の皆さんに、「めざす姿」「具体
策」「検証結果」等の１年間の取組に対する自己評価や各種アンケート結果、学力検
査等のデータを提示し、学校関係者評価をしていただきました。 評価の内容をしっ
かりと受け止め教育活動に生かし、今後も確かな学校づくりに取り組んで参ります。
今後とも支援の程よろしくお願いします。

学校関係者評価報告書 評価日 令和８年３月１３日

☆北条中学校区学校運営協議会委員 ※敬称略
加藤晋彦・三村章雄・有福聡子・鯛天真由美・奥田よしの子・根鈴正則・山根雄一
山根ひろ子・徳山正輝・松尾大介・田中幸世・竹本幸子・小田信之・萬 章夫

１，主体的・対話的に学び合い、考え、活動（表現）を深めていく授業づくりと学力向上
評価は A・B・Cの３段階

【自己評価】 中間（7月） 最終（12月）
１－１：基礎基本の定着と、思考力判断力表現力の伸長 ７８．２％ Ｂ ８２．４％ Ａ
１－２：関わり合いのある授業づくり ７９．３％ Ｂ ８４．３％ Ａ
１－３：家庭学習の習慣確立 ７１．６％ Ｂ ７５．２％ Ｂ

【学校所見と改善策】
○年間を通しては学習規律が身についていっているが、生徒が授業に向かえるように継続して
指導を行う。
○ＩＣＴを活用して、仲間と学び合う姿が多く見られるようになった。また、学び方を個別に
選び、取り組む姿も見られるようになった。
△主体的に取り組める家庭学習とは何か、が課題。学校が出す課題という時点で主体的でなく
なってしまうのではないか。家でもやってみたくなる課題に繋げる授業デザインを考えていく。
△生徒のアンケート結果と実情との乖離が感じられる。アンケート時期が重なるので、アンケ
ートの取り方や精選が必要かもしれない。
△掲示してある授業への向かい方を確認して、授業のめあてに対して、自分が目的を持って取
り組めるように啓発する。

⇒【学校関係者評価】Ｂ おおむね満足できる
【学校運営への提言】
・生徒アンケートの結果をみると、学校で出された課題についてはしっかり提出しているよう
だ。ただ課題以外の学習に進んで取り組んでいる生徒をもう少し増やして欲しい。改善策で
あげられた取組をしっかり行って欲しい。
・「主体的に学ぶ姿勢」を今年度以上に育ててほしい。

２，夢や目標を持ち、進んで粘り強く最後まで物事をやりきる態度の育成
評価は A・B・Cの３段階

【自己評価】 中間（7月） 最終（12月）
２－１：生徒の自治的・自主的な活動の充実 ７９．６％ Ｂ ８７．７％ Ａ
２－２：対話を通して育む、自ら考え、判断し行動する力の育成 ７１．１％ Ｂ ８０．３％ Ａ
２－３：キャリア学習の推進と進路指導の充実 ７０．２％ Ｂ ８０．９％ Ａ

【学校所見と改善策】
○生徒を中心に据えた学校行事や委員会活動を展開し、生徒の充実感や達成感につながった。
○コミュニティスクールも５年目となり、地域の人との関わりを増やすことができた。ボラン
ティアへの参加昨年度より増加した。（昨年６３人→今年８０人）なかにわプロジェクト、大ト

≪裏面もご覧ください≫



ーク大会などのイベントでも、異学年との交流や大人と関わる機会となり、様々なことから生
徒のコミュニケーションの力を伸ばすきっかけとなった。
○今年度、２年生の文化祭での『地域の素敵な大人との出会い』という発表や、１年生の総合
的な学習での「職業調べ」で、地域で働く大人と出会うことで、自分のキャリアや自分たちの
地域を見直すきっかけとなった。
○自己肯定感や自己有用感を高めるために、行事等での級友同士の評価をクラス内（いいとこ
みつけ）にとどめることなく、学校や学年全体で評価する機会（掲示等）を設けた。また、学
期末にクラスで頑張った人を認め合うアンケートの実施も行った。
△学年ごとの総合的な学習、キャリア教育の内容をより効果的なものにしていくよう検討した。
△本校は、自分に自信のない生徒が多く、「将来」や「仕事」に関するイメージが「お金」にだ
け結びついている生徒が多いと感じる。
△今年度は教員の「ボイスシャワー」はなかなか浸透していなかった。行事の際、お互いに認
め合う取り組みは多くあった。今後、普段の学校生活の中から生徒同士がお互いに認め合って
いける活動を増やしていく必要がある。

⇒【学校関係者評価】Ｂ おおむね満足できる
【学校運営への提言】
・キャリア教育を充実させ、子どもたちにはお金以外の価値を教えていく必要がある。
・地域の方々との出会いで、子どもたちは変わっていくので、学校現場で続けていってほしい。
・アンケートの数値はまだまだかもしれないが、子どもたちは育っている。大人に向かう途中
の道を歩いているな、自分を見つめ直しているな、と感じる。地域の方々と関わることで、
たのもしい子どもたちの成長が見えるので感謝している。

・将来のことや進路、学校生活向上についてのアンケート数値がアップしているので、大事に
してほしい。

３，人権意識の醸成及び豊かな人間関係づくりといじめ・不登校の未然防止
評価は A・B・Cの３段階

【自己評価】 中間（7月） 最終（12月）
３－１：違いを理解し、他者を尊重し合う意識の醸成 ７７．３％ Ｂ ８２．９％ Ａ
３－２：基本的生活習慣の確立 ８６．７％ Ａ ９２．４％ Ａ
３－３：いじめ・不登校の未然防止・早期対応 ６９．５％ Ｂ ７４．２％ Ｂ
３－４：専門機関との連携による支援体制の充実 ６３．７％ Ｂ ６８．１％ Ｂ

【学校所見と改善策】
○生徒の中にお互いを認め合って生活する意識が徐々に向上してきた。より仲間を認め合う意
識の向上のために話し合いの場面の設定を増やしていきたい。良いことは良い、悪いことは悪
いといえる雰囲気が見られるようになった。班活動を意識させたことが人間関係を深めること
につながったと考える。
○攻撃的な言葉の減少が見られた。攻撃的な言葉を発する生徒に対しては、個別に対応してい
る。今後は集団としての成長を期待している。
○「なかにわプロジェクト」や「ありがとうメッセージ書き」などの企画・運営によって学年
を越えての「関わる活動や伝える活動」の機会が増えた。
○生徒会執行部（委員会活動含む）の活動・呼びかけにより、ルールを守る・時間を守る・あ
いさつをするなど昨年度と比較してよくなってきた。
○月例アンケートや教育相談アンケートの実施（定期的）により早期発見につながった。教育
相談等の充実を図り、個人相談・家庭連絡で解決に努めた。
○生徒支援委員会を週１回の頻度で開催した。参加者（教員・教育委員会・SSW・SC 等）多面
的な視点での意見を踏まえながらどう対応していくか対策ができた。
△生徒会発信を活用していく（人権意識・生活習慣）そこから、学校・学年・学級へと取り組
むことが重要。
△生徒同士の友好的な人間関係を築くために道徳・学活の充実を図っていく。
△保護者に対しては、いつでも相談・連絡等してもらえるよう伝えていくことが必要である

⇒【学校関係者評価】Ｂ おおむね満足できる
【学校運営への提言】
・保護者アンケート「いじめや不登校問題に対応について」評価が低い。該当生徒の保護者に
はちゃんと伝わっているのではないか。その他の家庭には伝わっていないから、数値が低いの
ではないか。学校の対応をもっと保護者に伝えたほうがよい。

○この１年間、保護者や地域の皆様に、ご理解ご協力をいただきましたことに心より感謝申し上
げます。私たち教職員も、生徒たちの成長を振り返りながら、課題を明らかにし、その改善に向
けて来年度も指導に当たりたいと考えております。来年度も引き続き、ご理解ご協力をお願いし
ます。

北条中ＨＰ

【北条中学校ＨＰ】 https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/hojo-j



令和７年度　北栄町立大栄中学校　　学校評価自己評価　　　＜計画表＞

項　目

〔評価の基準〕　　Ａ：十分達成（８０％以上）努力事項からはずす、Ｂ：概ね達成（６０％以上）改善の余地あり、Ｃ：変化の兆しあり（４０％以上）方策見直し、Ｄ：まだ不十分（４０％未満）目標見直し　

〔評価の基準〕　　Ａ：十分達成（８０％以上）努力事項からはずす、Ｂ：概ね達成（６０％以上）改善の余地あり、Ｃ：変化の兆しあり（４０％以上）方策見直し、Ｄ：まだ不十分（４０％未満）目標見直し　

○教育目標
「高い志をもち、未来を切り拓く豊かな人間性と、たくましさを備えた生徒の育成」

・校訓　「自主・剛健・明朗」 ・めざす生徒像「響き合い 挑戦する ねばりっ子」

今年度の重点目標
今年度の努力事項

具体的な方策 評価指標
中間
評価

最終
評価

総合
評定 学校の所見・改善策

現状とめざす姿

1

確かな学力育成
（基礎学力の定着、学習意
欲を引き出す授業の創造）

〇西川
濱田　　徳井
内川　　横山
伊藤　　有福
原田あ　　原田知

＊基礎学力の定着と学習意欲を引き出す授業の創
造（参観・情報共有）

現
状

学習意欲に個人差があり、基礎学力の定着が十分でない生徒がい
る。

B

➀△NRT目標達成率、１年60％、2年80％、3年20％。全校53%。－2.5ポイント以上の差がある学年、教科もある。
〇3年生NRTは2年時に比べて、全教科数値が上がった。1年間の成果が出ている。
〇支援を要する生徒（特に外国籍の生徒）について検討会を行い、指導の工夫改善を考えることができた。
→現在の取り組み（５U、自学ノート、ICT活用、学習支援）を継続する。ＮＲＴ、全国学調、ＣＲＴ（未実施）の分析を活
かす。
・CRTの結果がはまだ返却されていない。返却後、検討。

②【生徒アンケート】〇「各教科の学習に意欲的に取り組んでいる」肯定的回答平均85%以上…各教科90%以上。数値
は高いが実態と乖離しているように感じる。アンケート項目の変更→「私は〇〇の学習においてわかった点やよくわ
からなかった点を見直し、次の学習につなげることができている。」※全国学調を参考にした。３学期に試しにアン
ケートをとってみたい。
【教職員アンケート】△「５Uと取り入れた授業を実施し対話や協働場面を意識した」肯定的回答83%（１学期72％）→授
業参観週間に確実にお互いの授業が見られる手立て。時間割に組み込む。実際に５UやICT活用をしている授業を参
観できるようにする。自己の授業に活かす。→方策を少し変えたことで、授業公開は増えた。しかし、参観が少ない。
再検討の余地あり。

③【生徒アンケート】△]「家庭で1時間以上勉強する習慣がある」の肯定的回答71．7%（１学期：67.8%）　(R6:71.6%
R5：69％　R4:80.6%)
※・学校で出された課題は家でやっている。89.6%（１学期：90.8%）　・学習で困ったときに、「解答を見る」を以外の解決
方法を知っている。88.7%（1学期：92.1%）→数値は高いが、実際は朝課題をやったり、他者の解答を写す姿もある。回
答と実態の乖離。解決方法は知っているが、実践に至っていないのでは、と考えている。アンケート項目を追加。→
「実際に解答を見る以外の方法で解決している」
→各教科、力がつくような課題を出す。家庭学習に関して、粘り強い指導を続ける。ＮＲＴ、全国学調、ＣＲＴ（未実施）
の分析を活かす。

④【生徒アンケ－ト】〇[33]「朝読書に熱心に取り組んでいる」でA・Bが９０％→85.8%。近年で一番低い。
△「図書館資料や情報機器（タブレット端末）を利用して、自分の考えを表現した」肯定的回答93.4％（A：59.4%）
〇１学期図書館の資料活用・図書館利用者増
〇【教職員アンケート】「生徒に自分の考えを表現させるためにICTを活用した」肯定的回答63%→今後も取り組みを継
続する。新たなアプリ「padlet」の活用をする。

＊５ユニット学習による学習のユニバーサルデザイ
ン化

「５ユニット学習」を活用した生徒が関わり合う活動場面を意識した
授業づくりができ、学びの楽しさや学習への関心・意欲が高まりつ
つある。

対話や協働の中から課題解決に向けて意欲的に取り組み、自
ら発信している。

・授業公開週間を実施し、５ユニット学習を中心とした授業づくり（見通
しのある授業や学びあいのある授業）を確立し、対話や協働場面の充
実を図る。
・ペア・班活動から全体へと関わり合いの規模を広げる授業を構成を
考える。ユニット２，３の充実。

・生徒アンケート「各教科の学習に意欲的に取り組んでいる」の肯定的回答
平均85％以上。
・教職員教育アンケートに「５ユニットを取り入れた授業を実施し対話や協働
場面を意識した。」項目肯定的回答85％以上。

B A

＊主体的な学習と深い学び（自主学習ノートの提
出・教えるからともに学ぶへ）

め
ざ
す
姿

基礎的な知識を身に付け既習事項を活用し、意欲的に授業に
参加している。

・生徒の主体的な学びをひき出す授業づくりとTT、学習支援員による
個に応じた指導の充実を図る。

・標準学力検査ＮＲＴ：平均偏差値5０．５以上
・３学期実施標準学力検査ＣＲＴ：（全国100） 平均以上 B B

A

・課題解決をするための情報活用やICTを活用した授業場面を積極的
に取り入れる。
・教科部会、学年部会、GSPAMを定期的にひらき、情報交換の場を増
やす。
・課題をEライブラリやクラスルーム・ロイロノートなどで出す。

・生徒アンケートに「図書館資料や情報機器を活用して、自分の考えを表現
した」項目において肯定的回答80％以上。Aの肯定的解答を６５％以上にす
る。
・教職員教育アンケート「２１　自分の教科の中で自分の考えを表現する場
面でICTを活用させた」の項目を追加、肯定的回答６０％以上。 B

・自学ノートの定着は図られているが、家庭での学習習慣には個人
差がある。
・教員が教える（講義型・問答型）授業になっているものもある。

・主体的に家庭学習に取り組むとともに、自らを振り返り、「何
をどのように学ぶのか」を意識した学習が全体に習慣化してい
る。
・教員と生徒、お互いが学び合う姿がある。

・授業内で自学の内容のアドバイスをする。
・自学ノートの点検で内容をほめたり、良い内容を紹介する。
・毎日の自学ノートの中に「めあて」と「振り返り」を書き、自学ノートの内容を
充実させる。
・教員同士で授業参観を行い、そこから新たな指導法を見出し自分の授業で
実践する。
・生徒の振り返りを自らの授業改善に活かす。

・生徒アンケート「家庭で1時間以上勉強する習慣がある」の肯定的回答８
５％以上。
・教職員アンケート「生徒の振り返りを自己の授業改善に活かした」の肯定
的回答８０％以上。

B B

2

豊かな人間性の育成
（お互いの 個性 を認 め合
い、切磋琢磨しながら自己
を磨いていく生徒を育てる）

〇清水
栗原　　福本
田中　　最上
竹信　　福田
齊木

①「班づくり」を核とした学級経営の実践

現

状

人間関係の構築が苦手な生徒が少なからずおり、トラブルなどから
学級に入りずらくなる生徒がいる。関わり合いのスキルが低い生徒
がいる。

め
ざ
す
姿

＊ICT機器を活用した授業の展開(対話や協働場
面・自主学習での活用）

タブレット一人一台になり、ICT機器の活用ができている。
・ICT機器を活用して、情報を取捨選択し自分の考えをまとめ、
発信できている。
・自主学習でもICT機器を使っている。

①
〇生徒アンケート１は2学期末92.8→92.5%、30は92.1→89.6％である。継続して指導、支援していくとともに、学年や発
達段階に応じて自立・協同できることを増やすために行事などの目標設定・振り返りを行う。
△SSTに関して、終学活の時間が短くなったこともあり、実施が難しかったり、グループで楽むような活動で終わったり
することが多かったように感じる。月に１回程度は各学級に応じたSSTに取り組んでいくよう、計画立てて行いたい。
②
〇各アンケート指標は十分クリアしていて、アンケート２は98.0→98.1％、３は98.0→99.1％である。アンケート36の学
校行事の満足度については、運動会及び文化祭で一人一人が自分の役割を果たし、発表に望んだことで肯定的評
価が高かった。
・イベントを意図的にずらしたことで、生徒が参加しやすい状況をつくった一方、イベントをしただけ、その掲示物が長く
貼られていたなどのことがあった。
③
〇現在サポート教室を常時利用している生徒は２人。担当者が継続して「生徒の自己決定」を意識してサポートをして
いる。２名とも次の進路に向けて登校日数・滞在時間の増加が見られ、生活リズムを整える行動も見えている。
・相談室やサポート教室は1対1で対応していることで生徒の安心感と登校につながっているが、他に利用したい生徒
が利用しにくいこともある。
・生徒の様子から未然に対策がとれるよう、校務分掌上の「不登校対策委員会」「生徒指導委員会」「生徒支援委員
会」での情報共有・情報整理を継続して行う。
④
・「先・見・笑・大」生徒アンケート5は、81.6→83.0％と例年の２学期と大きく変わりはない。教職員からのあいさつは
返ってきており、「見・笑・大」はある程度達成できているように感じる。３学期も執行部を中心に、あいさつが90％以上
達成できるよう活動を仕組んでいく。
・「無言美化」生徒アンケート6は、80.3→84.9%と過去とあまり変わらない。今一度、全体の場で無言美化の意図を説
明する場を設け、委員会のイベントなどを定期的に実施する。
・「２分前着席」生徒アンケート7では96.1→96.2％で指標はクリアしている。２、３年生は客観的に自己判断できている
が、１年生と教職員との認識のズレが非常に大きい。メタ認知が苦手なのか、教職員の声掛けで「できている」と感じ
ているのかどう考えているかは分からない。時間のルーズさは依然として見られるため、執行部を中心に活動を仕組
んでいく。

②普段の学校生活で、認め合い、高め合う仲間づくり
学校行事を通して、生徒が主体的に計画し活動する力は向上した
が、自己肯定感が低い生徒は少なくない。

One for 大栄中　All for oneの気持ちで活動し、自己肯定
感が高い生徒。

・委員会活動や係活動を主体とした取り組みの充実。
・日々の委員会活動の充実。
・生徒会企画の実施（球技大会　等）
・帰りの会での「ありがとう」を盛り上げる。
・行事終了後の「ありがとうメッセージ」継続。

・生徒アンケート「2 友達や先生から大切にされている。」「3 友達や周りの人
を大切にしている。」
・生徒アンケート「36 学校行事は、満足し楽しかった。」
・生徒アンケート「37 日々の生徒会・委員会・係活動に積極的に取り組ん
だ。」
（全校90％以上）

B B

③校内サポート教室で個々の生徒に応じた学習支援・生
活支援を行い、社会的自立を目指す

支援会議や話し合いを経て、「校内サポート教室の見学」「校
内サポート教室への登校」　という流れができ、登校できるよ
うになった生徒もいる。

学級集団の一員として学級の活動にいきいきと参加し、班の課
題や学級の課題を自分たちで解決できる生徒。

・班編成の充実。・班長会の定期実施。
・班目標の具体化、振り返りの可視化。
・学級目標の具体化、振り返り。・教室の環境整備の徹底。
・SSTの実施（※水曜日帰りの会）
・学級活動の充実。・学年レクの実施。

・生徒アンケート「1 大栄中学校が好きだ。」（全校90％以上）
・生徒アンケート「30 私は、班の課題や学級の課題を見つけ、解決しようとし
ている。」
（全校80％以上）

B B

B
・３年生時は、卒業後の進路決定ができることを目指す。
・１，２年生は、生活リズムを整えることを目標に登校を目指
す。
・「ほっとできる居場所」としての機能を強化する。

・保護者や本人との話し合いで、具体的な目標を決める。
・校務分掌上の「不登校対策委員会」「生徒指導委員会」「生徒支援委
員会」での情報共有・情報整理を行う。
・生徒の特性や状況をもとに、コミュニケーションの方法を模索し、人と
つながる機会を作ったり、継続したりする。

・自分が立てた登校目標（回数等）を半分以上達成。
・前年度より欠席日数を少なくする。

B

・意欲的に体育の授業に参加している。体力テストの結果は学年に
よって差が大きく違っている。高い学年は非常に高い数値が出てお
り、多くの項目で全国平均を超えている。全体では「筋力」「敏捷性」
の数値が全体と比べると低い傾向にある。
・学校給食では全校で残菜を減らす努力をしているが学年によって
多く残る学年があった。

め

ざ

す

姿

A

④当たり前のレベルを向上させ、実践を継続
 ・さわやかな挨拶「先・見・笑・大」
 ・無言そうじ・２分前着席　等

挨拶「先・見・笑・大」、無言美化、２分前着席が十分にできていな
い。

挨拶「先・見・笑・大」、無言美化、２分前着席が、自分たちで
進んでできる。

・教員も「先・見・笑・大」で挨拶！
・教員も無言美化！
・教員も２分前着席！
・挨拶運動の実施（生徒会執行部　部長会　等）
・美化チェックシートの活用
・各種委員会イベント実施

・生徒アンケート「5 さわやかな挨拶（先・見・笑・大）ができている。」
・生徒アンケート「6 無言美化ができている。」
・生徒アンケート「7 ２分前着席ができている。」
（全校90％以上）

B B

4

地域とともにある学校
づくり
（地域とのかかわりで成長
する生徒と小中高連携の推
進）

〇牧田
宮本　　立川
小野塚

①大栄中学校区コミュニティ・スクールの推進

現

状

学校運営協議会で「熟議」を行い、地域との関わりも深まりつつあ
る。活動も組織的に行われるようになってきており、学校地域の体
系化された取り組みに近づいてきたが、充分とは言えない。

め

ざ

す

姿

・体力テストは３年生女子は全ての項目で全国平均を超えることができた。２年生は男女ともにほぼすべての項目、１
年生は約半分の項目で全国平均を超えることができた。3年生男子は一つの項目のみ全国平均を超えることができ
た。3年生男子は毎年低い数値となっていたが、昨年に比べると上昇傾向にあり、個々の伸びしろは大きくなってい
る。各学年によって課題となる体力項目は様々であるが、全体的に筋パワーと巧技系の体力項目の数値が低い。
（ハンドボール投げ）今後も引き続き、様々な運動に触れる機会を多く作ることを念頭に置いて、体力を高められる取
り組みを入れることを考えていく。

・教職員アンケート［32］「好き嫌いせず、給食を残さず食べることができている」に対し、88.7％と高い肯定的な評価が
出た。しかし、実際には苦手なものを一口も食べずに友人に渡す姿が見られる。給食は様々な食べ物に触れる貴重
な機会であるため、給食委員を中心に今後も声かけを継続していく。

△中間、期末テスト前に実施したメディアチェックでは、「GTN2時間まで」を守れた生徒が51.7％、「SNSのやりとりは
夜9時まで」を守れた生徒が１０月：５７％、１１月４７％と、６月と比較して守れた生徒が少ない。70％以上の結果が出
たクラスもあるが、生徒からの聞き取りによると、結果と実際の状況に差が見受けられ、現状を正確に把握できてい
るとは言い難い。
・iPadを活用した学習も行われていることから、学習とメディア利用の境界が曖昧になっている現状がある。今後はメ
ディア利用時間を制限する指導だけでなく、「就寝前１時間は利用しない」など、望ましいメディアとの付き合い方に関
する具体的な指導を取り入れ、睡眠習慣や視力等の指導へとつなげていく。

△12月時点での治療率は、視力が51％、歯科が59％（R6：視力50％、歯科61％）。さらに受診率が上がるよう継続的
な声かけをしていく。
・未受診者への対応として、視力未受診者を対象に視力再検査を実施。歯科未受診者には３学期に学校歯科医によ
る講演会を実施予定。う歯保有率は8.9％（１７人）と全国平均より低い。
〇2学期末の懇談では未受診の生徒と保護者に対し、面談を通じて健康状態の確認ができた。

②生活リズムの確立と自律的な健康づくり（GTNは2時間
まで、SNSは午後９時まで等）、及び治療率の向上

・「ＧＴＮ２時間までを守れている生徒」、「SNSのやり取りは２１時ま
でを守れている生徒」が1年間平均で54.5％である。ただし、テスト
前は高い数値となっているが、普段の生活では数値が低い傾向に
ある。
・R６年度の治療率は歯科が５０％（前年比+５％）　視力が６１％（前
年比-９％）で歯科・視力共に治療率が低い傾向にある。

ｉＰａｄが一人1台となり、持ち帰りも可能になることも踏まえ、そ
のような現状の中でも生活リズムを意識し、メディアコントロー
ルができる生徒の育成を目指す。
歯科が65％以上。視力が85％以上の治療率を目指す。

・保健体育委員会で点検し、メディアコントロールを呼びかける。
・メディアチェックカードを活用し、保護者連携を行う。
・3者懇談で治療を勧める。
・未治療者を対象にした秋の健康相談。
・治療状況の掲示。
・PTA保健体育部の連携。

・保健体育委員会のメディアチェックで、「ＧＴＮ２時間までが守れている生
徒」、「ＳＮＳのやりとりは２１時まで」を守れている生徒の割合が８０％以上。
・治療率が歯科65％以上、視力85％以上。

C C

体力テストでの数値が、男女ともに全国平均値程度を目指す。
食育を意識し、学校給食の残さいゼロの日を増やす。

・体育の授業の中で、体づくり運動の実施。部活動で筋パワー・巧技
系を高める運動の推進。（様々な運動に触れさせる機会を増やす）
・栄養教諭を活用した食育の推進を図る。
・給食委員会による呼びかけと、定期的に残さい調査・イベントを行う。
・食育に興味関心を持ってもらうために食育スペースのような掲示物
の有効利用を行う。
・様々な食べ物に触れる機会を増やすために、一口だけでも食べよ
う、全部残すことをやめよう、という声かけをしていく。

・次年度の体力テストで、数値の測定。
・全校アンケート「給食に関する項目」を通年で全校の肯定的評価90％以
上。

B B

B3

健やかな体づくり
（学校生活を根本から支え
る健康的な体づくりと生活リ
ズムの確立を図る）

〇永田
牧田　栗原　岡本

①基礎体力の向上と食育の推進

現

状

B

○わくわく大栄では事業所開拓（飲食店中心）の手助けをしていただいた。
〇２年生の校外学習では、地域の方がチェックポイントに立って問題を出したり、トイレの表示を作成していただくなど
協力してくださって、教員の負担軽減につながった。
○由良だんじりサポーターに６名の生徒が参加。
〇１年生社会人に学ぶで講師を依頼することができた。
〇学校HPやYouTu部で学校や地域の取り組みを配信していた。ショート動画などを活用することで、編集に時間をか
けず、情報を届けることができた。
○生徒アンケート47「わたしは、北栄町のよさを知っており、北栄町のことが好きだ。」における肯定的評価1学期８８．
８％2学期８８．７％
〇教職員アンケート42「キャリア教育、部活動指導、学習指導等で地域人材の活用をすすめた。」における1学期肯定
的評価７６％2学期１００％
△「だいちゅーちゃんねる。」チャンネル登録者数762人
⇒北栄町・大栄中の魅力を発信していくためにも様々なイベントに参加していく。

○生徒アンケート46「わたしは、ボランティア活動や地域の行事に積極的に参加している。」における肯定的評価1学
期80.9％2学期86.8％　２学期は地域の活動や環境福祉委員会のボランティア活動が多かった。
○教職員アンケート45「大栄中学校区CSの活動は、地域と連携した持続可能なものとなっており、生徒のためとなっ
ている。」における肯定的評価1，2学期ともに100％
○教職員アンケート33「安全な登下校を推進した」における肯定的評価1学期88％2学期100％
○classroomを活用し呼びかけができた。
△だいちゅー論会に向けた活動が地域主体ではなく学校主体となっている。
⇒来年のだいちゅー論会に向けてコミスクの部会の方で検討していただく。

○生徒アンケート45「小学生や高校生との交流が自分の役に立った。」における肯定的評価1学期84.2％2学期82.1％
だいちゅー論会で小中高と地域との関わりが増えた。
⇒小学生との関りを増やす取り組みを検討していく。
○教職員アンケート44「小、高との連携は計画的に実施されている。」における肯定的評価1学期89％2学期100％
○福祉課や観光課とコラボした活動（YouTu部）を実施することができた。
○紅熱だいちゅー論会実行委員と地域、高校生が連携し、討論会に向けて話し合いを行った。
○レインボー交流ができた。（水泳・学力アップ講座・部活・習字など）
⇒高校の先生と関わる機会を増やしていく。
△学力アップ講座の内容の工夫が必要。
△学校活動（YouTu部を除く）の中で地域企業や地域団体とコラボした活動はあまりできなかった。
⇒3学期にどんなことができるのか検討していく。※総合の時間で考えた活動を記号や町に提案していく等

②学校運営協議会と協働した、学校課題の共有と解決
策の検討

・不登校傾向の生徒が各学年に複数名いる。
・生徒アンケート「わたしは、ボランティア活動や地域の行事に積極的に
参加している。」における肯定的評価７５．４％と低い。コロナ禍でボラン
ティアに参加する習慣が減ってしまったことと情報を収集する力がなくなっ
てきていることが背景にあると考えられる。
・交通ルールは比較的守れているが、時折地域の方からマナー指導の電
話がある。

不登校傾向の生徒を地域ぐるみで育てていく。学校だけでなく
地域も受け皿とし、地域行事など参加の機会を提供していく。
各種社会教育活動を学校と連携して行うことで地域連携を充
実させ、生徒と地域の生涯に渡るつながりの素地を作る。ま
た、生徒が主体的に地域に出かけ、地域や学校の魅力を発信
し、地域の発展に貢献する。

・地域企業や団体との連携を継続していくとともに、新たな地域のニー
ズを把握し、学校活動と協働できる方策を検討する。
・「地域主体」の教育活動が持続可能な活動となるように、それを推進
していく。
・全部活での部活動ボランティアや学校ボランティアを実施する。
・Googleclassroomを活用し、ボランティア等の情報を生徒に向けて発
信していく。

・生徒アンケート46「わたしは、ボランティア活動や地域の行事に積極的に参
加している。」における肯定的評価８０％以上。
・教職員アンケート45「大栄中学校区CSの活動は、地域と連携した持続可能
なものとなっており、生徒のためとなっている。」における肯定的評価８０％以
上。
・教職員アンケート33「安全な登下校を推進した」における肯定的評価８０％
以上。
・学校運営協議会において、各部会が主催する地域主導の活動を持続可能
な形にしていく。

B B

③向ヶ丘レインボープランでの交流や民間企業等とのコ
ラボレーション（共同）

レインボープランでの小学校、高校との交流もコロナ前に戻りつつある。
地元企業との連携において、良い関係が築けている。一方で、地域の社
会教育活動を学校と連携しておこなう事例も出てきた。しかし、学校の様
子を地域の方へ見ていただくような取り組みに関しては実現できていな
い。

大栄中学校区コミュニティ・スクールとして、小学校からの９年
間の発達段階に応じた教育を地域と一体となって行なってい
く。さらに、各種活動を組織的なものへと体系化し、持続可能な
取り組みとしていく。地元が好きで、地元に貢献できる生徒を
増やす。

・「わくわく大栄」、「社会人に学ぶ」といった学習だけでなく、授業でも
地域人材を活用し、学校と地域がより協働した活動にしていく。
・ＣＳルームを使った活動を企画し、内容の周知と活用をおこなう。
・メディアやＳＮＳ等を活用し、だいちゅーやYoutu部が地域イベントに
積極的に参加し、発信する。

・生徒アンケート47「わたしは、北栄町のよさを知っており、北栄町のことが好
きだ。」における肯定的評価８０％以上。
・教職員アンケート42「キャリア教育、部活動指導、学習指導等で地域人材
の活用をすすめた。」における肯定的評価８０％以上。

・「だいちゅーちゃんねる。」チャンネル登録者数800人超え。

B B

B

小学校や高等学校、民間企業との連携などにより、地域ぐるみ
で生徒を育てていく。
各種社会教育活動を学校と連携して行うことで地域連携を充
実させ、生徒と地域の生涯に渡るつながりの素地を作る。

・大栄小学校、中央育英高校との連携、すり合わせをおこない、レイン
ボー交流を計画的に行う。
・地域企業や団体との連携を継続していく。
・各種企業・団体のニーズを把握し、学校活動と協同できる方策を検
討する。

・生徒アンケート45「小学生や高校生との交流が自分の役に立った。」におけ
る肯定的評価８０％以上。
・教職員アンケート4４「小、高との連携は計画的に実施されている。」におけ
る肯定的評価８０％以上。
・地域企業とコラボした活動を１つ以上実施するとともに、それを持続可能な
活動とする。
・地域団体とコラボした活動を１つ以上実施するとともに、それを持続可能な
活動とする。

B
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大誠こども園　　P4～6 
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令和7年度　北栄町立北条こども園　園評価　　

基準 取組指標
評価
人数

取組
結果

基準 成果指標
評価
人数

成果
結果

4
菜園活動やクッキングを行い、健康な
体に関心を広げるよう工夫した

7 4
菜園活動やクッキングを通して食材や健
康な体に関心をもち、食べる事を楽しむ
園児が増えた

8

3
菜園活動やクッキングを行い、食べるこ
とに関心を広げるよう工夫した

22 3
菜園活動やクッキングを通して食材に関
心をもち、食べる事を楽しむ園児が増え
た

22

2
園児が楽しい雰囲気で給食を食べられ
るよう工夫した

5 2 食べる事を楽しむ園児が増えた 4

1 園児が食べることを励ました 0 1
職員に励まされることで給食を食べる
園児が増えた

0

4
一人一人の心の動きを読み取り、友達
と協力して遊ぶ楽しさを感じられるよ
う環境や援助を工夫した

8 4
葛藤しながらも、友達と工夫したり、協
力したりして遊ぶ喜びを感じている。

9

3
友達と工夫したり協力したりし、一緒に
遊ぶ楽しさが感じられるよう環境を工
夫した

19 3
友達と工夫したり、協力したりして遊ぶ
楽しさを感じている。

18

2
保育者や友達と一緒に遊ぶ楽しさを感
じられるよう環境を工夫した

7 2
保育者や友達と一緒に遊ぶ楽しさを感
じている

7

1
好きな遊びを楽しめるよう環境を整え
た

0 1 好きな遊びを楽しんでいる 0

4
身近な自然を遊びに取り入れ、園児の
探求心や好奇心を育むよう環境を工夫
した

9 4
身近な自然を遊びに取り入れ、調べた
り、試行錯誤したりしながら、探求する
ことを楽しんでいる。

8

3
身近な自然に触れ、工夫したり試したり
して遊べるよう環境を工夫した

18 3
身近な自然とかかわって遊びながら、い
ろいろなことを発見する喜びを感じて
いる

18

2
身近な自然に親しめるよう環境を工夫
した

7 2
身近な自然に興味を持ち、遊びに取り
入れている

8

1 自然物を遊びに取り入れた 0 1
用意された素材に興味を持ち遊んでい
る

0

4
職員間で話し合いを持ち、園児一人一
人の発達や特性に応じたかかわりを工
夫した

14 4
園児一人一人が生活に見通しをもち、安
心して生活している園児が9割ある

9

3
園児一人一人の発達や特性に応じ、か
かわりを工夫するよう努めた

17 3 安心して生活している園児が8割ある 17

2
園児の発達や特性を理解するよう心掛
けた

3 2 安心して生活している園児が半数ある 7

1 園児の発達年齢に応じて保育した 0 1 安心して生活している園児が３割ある 0

4
地域の自然や人材にかかわり、体験活
動が広がるよう保育を工夫した

4 4
地域の自然や人に触れる中で親しみを
もち、様々な体験活動を楽しんだ

5

3
地域に出かけたり、交流したりする中
で、地域の自然や人に親しめる場を設
けた

21 3
地域の自然や人に触れ合い、親しみを
持った

18

2
地域に出かけたり、地域の人と触れ
合った

5 2
地域に出かけたり、地域の人と触れ合っ
た

7

1 地域の自然に触れて遊んだ 4 1 地域の自然に触れて遊んだ 4

4
家読、おすすめ絵本掲示等、親子で絵
本に親しむ事の出来る環境を整えた

17 4
保護者が絵本に関心を持ち、家庭で読
み聞かせをしてもらう子が９割ある

4

3
季節や園児の興味関心に応じて絵本に
親しみ、保育に取り入れ楽しんだ

14 3
家庭で読み聞かせしてもらうの子が７割
ある

18

2 絵本を繰り返し読んだ 3 2
家庭で読み聞かせしてもらうの子が５割
ある

11

1 絵本を読んだ 0 1
家庭で読み聞かせしてもらうの子が３割
ある

0

北栄町　教育・保育目標 『心身ともに健やかな子どもの育成』 ①いきいきと遊ぶ子　　　②思いやりのある子　　　③最後まで取り組む子

北条こども園　教育・保育目標
心豊かに　たくましく　しなやかに育ちあう園児の育成 ①元気な子　　　　　　②進んで人とかかわろうとする子　　　　　③気づき・考える子

町　めざす子どもの姿

園　めざす子どもの姿

総括
評価

コメント
評価結果に関する説明・意見等

（○成果　●課題）

改善策
（取組の実際）

①
げ
ん
き
　
ぐ
ん
ぐ
ん

・体を動かすことが好きな子が多
い
・食欲があり、食べることを楽しみ
にしている子が多いが、食べるこ
とに意欲の少ない子がある
・野菜等、苦手な食べ物がある子が
多い
・噛む力が弱くなってきている
・箸を正しく持てない子が多い

体のリズムを整え、食
に興味関心を広げる環
境の工夫

体に関心を持ち、喜ん
で食べる子

     【教育課程・指導】

食を通して健康な心と
体を育む環境と援助の
工夫

3.1 3.1

現状
今年度の重点的に
取り組む目標

めざす子どもの姿 評価項目
評価指標及び評価結果

B

〇菜園活動を通し収穫した野菜を給食室で調理してもらったり、クッキン
グを通して野菜や食材への興味・関心が高まり、苦手だった食材にも挑戦
しようとする姿が見られるようになったりし、食への意欲が高まってい
る。クッキングの様子やレシピを家庭へ伝えることで、親子で楽しまれる
姿もあった。
〇栄養士や保育者に栄養の話を聞くことで、健康にも関心が向きつつあ
る。
〇低年齢児は、戸外でしっかり体を動かして遊んだり、保育教諭が「美味
しいね」と一緒にたべたり、励ましたりすることで、食べることを喜んでい
る。

●偏食が強い、咀嚼や食事マナーが身につきにくい、朝食を十分食べて
いない等、個人差、家庭差が大きく連携の必要がある。

・本年度の取組を食育計画に
盛り込み、計画的に取り組む。
（菜園活動・クッキング・栄養指
導）
・栄養士の話を聞いたり、絵本
等を通して、食や健康への関
心を高める機会を増やす。
・家庭と園で子どもの様子を
共有しながら、食の大切さを
伝えていく。

②
え
が
お
　
き
ら
き
ら

・人懐こく親しみをもって関ろうと
する子が多い
・わらべ歌や集団遊びを楽しむ姿
がある
・ごっこ遊び等友達とイメージを共
有して遊ぶことを楽しんでいる
・友達との関わりが増えた分、思い
が伝えられずトラブルになること
も多い
・異年齢に関心はあるが、設定しな
いとかかわりが広がらない

身近な人とつながり、
多様な感情体験を通し
て人と関わる喜びを育
む為の環境と援助の工
夫

互いに理解し合いなが
ら一緒に遊ぶことを喜
ぶ子

【教育課程・指導】

人と関わる喜びを育む
ための環境と援助の工
夫
（研究推進）

3 3.1 B

〇保育者が一人一人に寄り添うことで安心して自己発揮したり、好きな
遊びをじっくり楽しむことを保障することで、自然と友達へと関心が向き
関わる姿につながった。
〇鬼ごっこやドッジボール等の集団遊びを継続して取り組むことで自分
たちで遊びを進めるようになった。葛藤場面を大事にすることで、順番を
待つ、譲り合うなど自分たちで解決しようとする姿も見られるようになっ
てきた。
〇にこにこタイムの異年齢交流を継続することで、相手の気持ちを考えな
がら関わろうとする姿が育っている。

●安心して自分の思いを表出している反面、思いを強く主張してしまう子
や、言葉で気持ちを伝えることが難しい子もおり、トラブルになる場面が
まだまだある。

・葛藤場面を大切にし、互いの
思いを受け止めることで自分
たちで解決しようとする力を
育んでいく。
・ふわふわ言葉、ちくちく言葉
について考える機会をもつ。
・個々に解決して終わるだけ
でなく、クラスで話し合い、友
達の思いに共感し合える関係
性を築いていく。

③
み
ん
な
が
　
わ
く
わ
く

・身近な自然物に興味をもって関
ろうとする姿がある。
・花や虫の名前を調べることを楽
しんでいる。
・菜園活動を通して世話をしたり、
収穫する喜びを味わっている。
・自然に触れて遊ぶ経験が減り、経
験不足な面もある。

身近な環境に興味関心
を広げ主体的にかかわ
り、工夫したり試したり
してやり遂げる喜びを
味わう為の環境の工夫

身近な環境に主体的に
かかわり、好奇心・探求
心をもって遊ぶ子

【教育課程・指導】

身近な自然に興味関心
を広げる為の環境の工
夫と、学びの芽生えの
見取り

3.1 3 B

〇草花やどんぐり等の自然物、砂、土に身近に触れる環境を整えたり、園
児と一緒に試行錯誤しながら遊んだりすることで、色水や土の変化する
様子、不思議さやおもしろさに気付き、遊びに取り入れる姿が見られるよ
うになってきている。
〇青虫や自分たちで見つけた虫や生き物を、図鑑で調べながら飼育し観
察することを楽しんだ。生き物への関心が高まっている。
〇保育教諭も、園児目線で一緒になって自然に触れ共感することで、発
見する喜びを味わっている。

●身近な自然物で遊ぶ経験が少ない面もあり、自分たちで遊びを考える
ことが難しいい姿もある。
●生き物のへの興味はあるのは良いが、扱いが乱雑になることがある。

・園ならではの環境の良さを
見直し、自然環境を意図的に
整備していく。今年度の活動
をまとめ、年間計画を作成す
る。

・地域の専門家に来てもらい、
保育者自身が自然や遊びの知
識を深める。

特
別
支
援
教
育

・個別の配慮を要する園児が増え
ている
・専門機関と連携し支援を行って
いる
・子育て観が多様化し、登園を渋る
園児も増えている。
・保護者への啓発や理解の難しさ
がある

園内支援体制を充実さ
せ、職員で連携を図り
ながら、園児一人一人
の発達や特性を理解し
支援する。

園児一人一人が生活に
見通しをもち、安心し
て生活する。

【特別支援教育】

園内支援体制の充実

地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り

・コミュニティスクール、あつまらい
や北条等、地域団体とのつながり
が出来つつある。
・茶臼山等に出かけたり、農業体験
をしたりし、地域の自然に触れて遊
ぶことを楽しんでいる。
・交流は良い機会となるが、１回だ
けでなく、継続出来るとよい。
・未満児クラスの交流の機会が少
ない。

地域の方の協力を得な
がら、体験活動を広げ
る

園児は地域の自然や人
に親しみをもち、その
良さを感じながら過ご
している

【地域社会との連携】

地域資源の活用

3.4 2.8

A

○年齢や発達に応じた環境調整が進み、園児が落ち着いて生活できてい
る。専門機関等で助言いただいたことをクラス・学年間で共有し、必要な
配慮や支援が出来ている。
○個々のあるがままを受けとめたり、特性や好きな事を尊重してかかわ
ることで、園児の安心感や笑顔が増えている。

●登園を渋る園児が増えている。発達や特性、親子（愛着）関係等、対応
が難しい場合があり、専門機関との連携が不可欠。支援方法に悩む場面
がある。
●自信が持てず、消極的な園児がある。

・支援を要する園児を中心に
し、一人一人の良さを認め合
える集団づくり。
・ケース検討会等を行い、悩み
や支援方法を共有する体制づ
くり。
・保護者へ研修等情報提供す
ることで、早い段階から支援
を進めていく。
・月１回動画研修を導入し、職
員の知識、支援力を高める。

2.7 2.7

B

○絵本環境の充実を図った。（未満児絵本コーナー、図書館絵本コー
ナー、おすすめ絵本展示）
〇読み聞かせを楽しみにしていたり、絵本を「読んで」と持ってきたりする
園児が多く、絵本に親しみを持っている。
〇家読の貸出数が増えた。降園時、絵本を読んで帰られる姿が多くなっ
た。
〇家庭への絵本リレーを楽しみにして待つ姿があった。

●家庭により絵本のかかわり方に差があり、絵本袋を忘れてくる子が決
まってきている。家庭での読み聞かせ状況が把握しにくく、アンケート結
果も上がらない。
●メディア時間が多いと感じる家庭が増えている。

・保護者にも絵本の楽しさ，良
さを伝える工夫（講演会、読み
聞かせ会、たより）
・園児が絵本に親しんでいる
様子を具体的に伝えていく。
・図書館利用を広げ、親子で絵
本に触れる機会をつくる。

B

○幼稚部が中心になるが、あつまらいや北条、小中学生、高齢者との交
流、読み聞かせ等幅広く交流する事が出来た。交流することを楽しみに
し、親したしみをもって関わろうとする姿がある。
○散歩に出かけて地域の人に声をかけられたり、小学生とフェンス越しに
話したりし、何気ない関わりを大事にしたい。
〇竹や桜、田んぼ等、地域ならではの自然に触れ遊びに取り入れたり、地
域の方に教わり染物を楽しむことが出来た。

●行事的な交流に偏り、日常的な地域のかかわりや継続が必要。小さい
年齢では外出や交流の機会がなく地域と関わるのは難しい。
●竹の確保や自然体験の継続が難しい。
●保育者自身が地域資源や地域の人材、伝承遊び等もっと知りたい。

・園外保育先を広げ、図書館や
住宅街等身近な地域探索を行
う。

・「こども園地域協力隊」等、継
続して交流出来る方を募る。

3.3 3.1

子
育
て
支
援

・絵本が好きな園児が多い。
・家読が定着してきたが、利用して
いる家庭が固定化
・携帯等時間を決めて使ってる家
庭が多いが、自由に使っている家
庭もある。
・メディアコントロールの取組が定
着してきた。お手伝いカードを準
備することで意欲的に取組む姿が
あった。

絵本を通して親子の触
れ合いを楽しみ、子育
てへの関心を高める

家庭で読み聞かせを楽
しみ、絵本に親しみを
もつ子

【子育て支援】

絵本を通した、子育て
情報の発信と保護者支
援

【総括評価基準】 A：十分達成 平均3.2以上 B：概ね達成 平均2.4以上 C：変化の兆しあり 平均1.6以上 D：未達



                 令和７年度 学校関係者評価 

園名 北栄町立北条こども園 

学校関係者評価日 令和８年２月１９日 

 

評 

定 

項目  

重点目標 

げんき ぐんぐん 

（健康な体づくり） 

えがお きらきら 

（豊かな人間性） 

みんなが わくわく 

（学びの芽を育む） 
子育て支援 

園自己評価 B B B Ｂ 

関係者評価 A A A B 

設定評価 A十分達成（８０％）B概ね達成（６０％）C変化の兆しあり（４０％）Dまだ不十分（４０％未満） 

 

 取組の成果と課題  ★重点〇成果 ▼課題 評議員さんからのご意見＊改善点 

げ
ん
き 
 
ぐ
ん
ぐ
ん 
・ 
健
康
な
体
つ
く
り 

★食を通して健康な心と体を育む環境と援助の工夫 

〇菜園活動を通し収穫した野菜を給食室で調理してもらったり、クッキングを通して

野菜や食材への興味・関心が高まり、苦手だった食材にも挑戦しようとする姿が見

られるようになったりし、食への意欲が高まっている。クッキングの様子やレシピを

家庭へ伝えることで、親子で楽しまれる姿もあった。 

〇栄養士や保育者に栄養の話を聞くことで、健康にも関心が向きつつある。 

〇低年齢児は、戸外でしっかり体を動かして遊んだり、保育教諭が「美味しいね」と一

緒にたべたり、励ましたりすることで、食べることを喜んでいる。 

▼偏食が強い、咀嚼や食事マナーが身につきにくい、朝食を十分食べていない等、個

人差がある。 →食べてみようとする意欲を大切にし、家庭へ食の大切さを伝えな

がら連携をとっていく。 

・おにぎり弁当ひとつとっても、

ただ食べるだけでなく、お家

の人に作ってもらう嬉しさ、食

の楽しさ等、たくさんの育ちが

ある。 

・自分たちで育てた野菜をクッ

キングして楽しんだりし、様々

な経験が出来てよい。食べる

事は体つくりの基本となる。引

き続き食育に取り組んで欲し

い。 

え
が
お 
 
き
ら
き
ら 
・ 
豊
か
な
人
間
性 

★人と関わる喜びを育むための環境と援助の工夫 

〇保育者が一人一人に寄り添うことで安心して自己発揮したり、好きな遊びをじっくり

楽しむことを保障することで、自然と友達へと関心が向き関わる姿につながった。 

〇鬼ごっこやドッジボール等の集団遊びを継続して取り組むことで、自分たちで遊び

を進めるようになった。葛藤場面を大事にすることで、順番を待つ、譲り合うなど自

分たちで解決しようとする姿も見られるようになってきた。 

〇にこにこタイムの異年齢交流を継続することで、相手の気持ちを考えながら関わろ

うとする姿が育っている。 

▼安心して自分の思いを表出している反面、思いを強く主張してしまったり、言葉で

気持ちを伝えることが難しい年齢でもあり、トラブルになる場面がまだある。  

→大事な学びの場ととらえ、丁寧に関わる保育者の姿勢共通理解していきたい。 

・来園者に親しみを持ち挨拶し

たり、一緒に遊ぼうと関りを求

めたりする姿があり、人懐こ

い園児が多い。異年齢交流

時、年長児が年少児に自然と

優しくかかわる姿も見られて

いる。参観の中で、安心して

自己発揮しながら、人と関わ

る喜びを感じている姿がたく

さん見られた。 

み
ん
な
が 
わ
く
わ 
く 
・ 
学
び
の
芽
を
育
む 

★身近な自然に興味関心を広げるための環境の工夫と学びの芽生えの見取り 

〇草花やどんぐり等の自然物、砂、土に身近に触れる環境を整えたり、園児と一緒に

試行錯誤しながら遊んだりすることで、色水や土の変化する様子、不思議さやおも

しろさに気付き、遊びに取り入れる姿が見られるようになってきている。 

〇青虫や自分たちで見つけた虫や生き物を、図鑑で調べながら飼育し観察することを

楽しんだ。生き物への関心が高まっている。 

〇保育教諭も、園児目線で一緒になって自然に触れ共感することで、発見する喜びを

味わっている。 

▼身近な自然で遊ぶ経験が少なく、自分達で遊びを考えることが難しい。生き物のへ

の興味はあるのは良いが、扱いが乱雑になることがある。 → 園ならではの環境を

生かした年間計画を作成し、遊びこめる環境をつくっていきたい。 

・自分のやりたい事を自分で見 

つけいきいきと遊んでいる。 

・青虫の羽化を観察する場を 

設けることで、子ども達も興

味津々で観察し感動して見て

いた。引き続き、自然環境をと

とのえながら、子ども達の興

味関心を高めていって欲し

い。 

 

 

子

育

て

支

援 

★絵本を通した子育て情報の発信と保護者支援 

○絵本環境の充実を図った。（未満児絵本コーナー、図書館絵本コーナー、おすすめ

絵本展示） 

〇読み聞かせを楽しみにしていたり、絵本を「読んで」と持ってきたりする園児が多く、

絵本に親しみを持っている。 

〇家読の貸出数が増えた。降園時、絵本を読んで帰られる姿が多くなった。 

〇家庭への絵本リレーを楽しみにして待つ姿があった。 

●家庭により絵本のかかわり方に差がある。絵本袋を忘れてくる子もある。家庭での

読み聞かせ時間のアンケート結果もあまり上がっていない。メディア時間が多いと

感じる家庭が増えている。 → 絵本の良さ、楽しさを伝える工夫をしていきたい。 

・小学校も家庭での読書時間

が少なく、メディアやゲームの

楽しさに流れがち。乳幼児期

に親子で絵本を楽しむ習慣を

作っておくことは大事。子ども

の情緒安定にもつながるの

で、寝る前に 1 冊絵本を読ん

でもらえると良い。これからも

絵本の良さを伝えていって欲

しい。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

評 

定 

重点目標 げんき ぐんぐん 

（健康な体づくり） 

えがお きらきら 

（豊かな人間性） 

みんなが わくわく 

（学びの芽を育む） 
子育て支援 

園自己評価 B B B Ｂ 

関係者評価 A Ａ A Ｂ 

設定評価 A 十分達成（８０％）B概ね達成（６０％）C 変化の兆しあり（４０％）D まだ不十分（４０％未満） 

取組の成果と課題  ★重点 〇成果  ▼課題 

★食を通して健康な心と体を育む環境と援助の工夫 

〇菜園活動を通し収穫した野菜を給食室で調理してもらったり、クッキングを

通して野菜や食材への興味・関心が高まり、苦手だった食材にも挑戦しよう

とする姿が見られるようになったりし、食への意欲が高まっている。クッキ

ングの様子やレシピを家庭へ伝えることで、親子で楽しまれる姿もあった。 

〇栄養士や保育者に栄養の話を聞くことで、健康にも関心が向きつつある。 

〇低年齢児は、戸外でしっかり体を動かして遊んだり、保育教諭が「美味しい

ね」と一緒にたべたり、励ましたりすることで、食べることを喜んでいる。 

▼偏食が強い、咀嚼や食事マナーが身につきにくい、朝食を十分食べていない

等、個人差がある。⇒ 食べてみようとする意欲を大切にし、家庭へ食の大

切さを伝えながら連携をとっていく。 

取組の成果と課題  ★重点 〇成果  ▼課題 

★人と関わる喜びを育むための環境と援助の工夫 

〇保育者が一人一人に寄り添うことで安心して自己発揮したり、好きな遊びをじっ

くり楽しむことを保障することで、自然と友達へと関心が向き関わる姿につなが

った。 

〇鬼ごっこやドッジボール等の集団遊びを継続して取り組むことで、自分たちで遊

びを進めるようになった。葛藤場面を大事にすることで、順番を待つ、譲り合う

など自分たちで解決しようとする姿も見られるようになってきた。 

〇にこにこタイムの異年齢交流を継続することで、相手の気持ちを考えながら関わ

ろうとする姿が育っている。 

▼安心して自分の思いを表出している反面、思いを強く主張してしまったり、言葉

で気持ちを伝えることが難しい年齢でもあり、トラブルになる場面がまだある。  

⇒大事な学びの場ととらえ、丁寧に関わる保育者の姿勢を共通理解していきたい。 

Ｒ８・３・５(木) 

北条こども園 

 文責 竹本 幸子 園長だより No.８ 

本日は参観日においでいただきありがとうございました。子ども達の元気いっぱいな表情に、成長を感じ

られたことと思います。今年度も残りわずか、異年齢交流等お楽しみの時間をつくりながら、子どもたちの

卒園、進級に向けて期待を高めていきたいと思います。 

２月にこども園学校評議員会を開催し、職員による園自己評価、園評価に関わる保護者アンケートをもと

に、評議員さんより指導助言をいただき、令和７年度園評価のまとめを行いましたので、報告いたします。

次年度の園運営に活かしていきます。 

 

 

きらきら・ぐんぐん 

令和７年度こども園評価 

○げんき ぐんぐん （健康な体づくり） 

○えがお きらきら （豊かな人間性） 

評議員さんからのご意見 

・来園者に親しみを持ち挨拶したり、一緒に遊ぼうと関わりを求めたりする姿があり、人懐っこい園児が多い。

異年齢交流時、年長児が年少児に自然と優しくかかわる姿も見られている。参観の中で、安心して自己発揮し

ながら、人と関わる喜びを感じている姿がたくさん見られた。 

 

 

 

 

評議員さんからのご意見 

おにぎり弁当ひとつでもお家の人に作ってもらう嬉しさ、食の楽しさ等、たくさんの育ちがある。また、自分達で

育てた野菜のクッキング等、様々な経験が出来てよい。食べる事は体つくりの基本となる。引続き食育活動に取り

組んで欲しい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の成果と課題  ★重点 〇成果  ▼課題 

★身近な自然に興味関心を広げるための環境の工夫と学びの芽生えの見取り 

〇草花やどんぐり等の自然物、砂、土に身近に触れる環境を整えたり、園児と

一緒に試行錯誤しながら遊んだりすることで、色水や土の変化する様子、不

思議さやおもしろさに気付き、遊びに取り入れる姿が見られるようになって

きている。 

〇青虫や自分たちで見つけた虫や生き物を、図鑑で調べながら飼育し観察する

ことを楽しんだ。生き物への関心が高まっている。 

〇保育教諭も、園児目線で一緒になって自然に触れ共感することで、発見する

喜びを味わっている。 

▼身近な自然で遊ぶ経験が少なく、自分達で遊びを考えることが難しい。生き

物のへの興味はあるのは良いが、扱いが乱雑になることがある。⇒園ならで

はの環境を生かした年間計画を作成し、遊びこめる環境をつくっていきた

い。 

取組の成果と課題  ★重点 〇成果  ▼課題 

★絵本を通した子育て情報の発信と保護者支援 

○絵本環境の充実を図った。（未満児絵本コーナー、図書館絵本コーナー、

おすすめ絵本展示） 

〇読み聞かせを楽しみにしていたり、絵本を「読んで」と持ってきたりする

園児が多く、絵本に親しみを持っている。 

〇家読の貸出数が増えた。降園時、絵本を読んで帰られる姿が多くなった。 

〇家庭への絵本リレーを楽しみにして待つ姿があった。 

●家庭により絵本のかかわり方に差がある。絵本袋を忘れてくる子もある。

家庭での読み聞かせ時間のアンケート結果もあまり上がっていない。メデ

ィア時間が多いと感じる家庭が増えている。 ⇒ 絵本の良さ、楽しさを

伝える工夫をしていきたい。 

○みんなが わくわく （学びの芽を育む） 

評議員さんからのご意見 

・自分のやりたい事を自分で見つけいきいきと遊んでいる。 

・青虫の羽化を観察する場を設けることで、子ども達も興味津々で観察し感動して見ていた。引き続き、自然環境を

ととのえながら、子ども達の興味関心を高めていって欲しい。 

 

○子育て支援 

評議員さんからのご意見 

・小学校も家庭での読書時間が少なく、メディアやゲームの楽しさに流れがち。乳幼児期に親子で絵本を楽しむ習慣

を作っておくことは大事。子どもの情緒安定にもつながるので、寝る前に 1 冊絵本を読んでもらえると良い。これか

らも絵本の良さを伝えていって欲しい。 

 

 

 

 

 

令和７年度評議員の皆様 

 ・岡 裕一さん（元小学校教頭）      ・副田幸男さん（あつまらいや北条会長） 

 ・井上勝枝さん（元こども園長）      ・大坂亮太さん （PTA 会長）  

・濵家 功さん（北条小学校教頭） 

         ※１年間お世話になり、ありがとうございました。 

 



令和７年度　北栄町立大誠こども園　園評価　　

基準 取組指標
評価
人数

取組
結果

基準 成果指標
評価
人数

成果
結果

4 
多様な動きを引き出す環境の再構成を行
い、園児の変容を捉えた言葉かけや働きか
けを行っている。

6 4 
繰り返し多様な動きをやってみようと挑
戦している子ども　　　　８０％以上

10

3 
多様な動きを引き出す環境を整え、意欲的
に取り組めるような言葉かけや働きかけを
行っている

18 3 　　　　　　　　　　　　　　　　　６０％以上 14

2 
発達に応じた多様な動きができるよう保育
環境を整え、一人一人に応じた言葉かけを
行っている。

1 2 　　　　　　　　　　　　　　　　　４０％以上 1

1 
体を使った遊びを保育に取り入れ、一
人一人の園児の実態を捉えている。

0 1 　　　　　　　　　　　　　　　　４０％未満 0

4 
保育者と子ども、子ども同士等対話を
する時間を積極的にもち保育に活かし
た。

4 4 
自分から進んで、保育者や友達に、自分の考
えや思いを言葉等で伝えたり聞こうとしたり
している。

5

3 
子どもの考えを聞いてそれを保育に取
り入れたり、保育の見直しを行ってい
る。

17 3 
保育者や友達に、自分の考えや思いを
言葉などで伝えながら遊びを進めてい
る。

16

2 
保育者は、子どもの思いや考えに関心を示
し、共感したり質問をしたりしながら興味を
もって話を聴いている。

4 2 
保育者や友達に、自分の感じたことやし
たことを、言葉や仕草で伝えようとして
いる。

3

1 
子どもと会話等をするときに、目線を
合わせ頷いたり、最後まで話を聴いて
いる。

0 1 
保育者からの問いかけを聞いて、反応
を返している。（うなづき、目線）

0

4 
活動の状況に応じて教材等を園児と共に考
えたり願いを読み取り環境の再構成をして
いる。

3 4 
いろいろなことに気付いたり考えたり
試行錯誤したりしながら遊んでいる　

3

3 
園児の発想や願いを受け止め、それを
実現できるような教材や環境を工夫し
ている。

20 3 
身近なものと関わって遊びながら、いろ
いろなことに気付いたり考えたりしてい
る。

21

2 
園児とともに遊びを決めたり遊びの準
備をすすめている。

2 2 自分で素材等を選んで遊んでいる。 1

1 
園児の興味関心に合わせた教材等を準
備している。

0 1 
自ら用意された素材に興味を持ち遊ん
でいる。

0

4 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に
ついて記録したものを基に、他の職員と話
し合い幼児理解が深まった。

6 4 
月の振り返りの中で、園児の学びや育ちを
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に
照らして考えるようになった。

3

3 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」と関連付けて記録にとった。（月１）

9 3 
園児の遊びの姿を、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」と関連付けながら見取り説
明できる。

14

2 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」に関連付けて、園児の育ちを見取っ
た。

10 2 
園児の遊びの姿を、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」と関連付けながら見取るこ
とができる。

7

1 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」について学んだ。

0 1 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」について理解している。

0

4 
クラスの園児の実態に合わせて基礎的
環境整備を整え保護者と共有した。

11 4 
園で行っている基礎的環境整備を保護
者と共有し家庭でもしてみようとされて
いる。

6

3 
クラスの園児の実態に合わせて基礎的
環境整備を整えた。

13 3 
園内全体で、基礎的環境整備が整って
いる。

16

2 
クラスで行っている基礎的環境整備に
ついて見直しを行った。

1 2 
クラスの園児の実態を踏まえて基礎的
環境整備について評価し、改善に努めて
いる。

3

1 
クラスで行っている基礎的環境整備に
ついて話し合った。

0 1 クラスで基礎的環境整備を行っている。 0

4 
地域資源に関する情報収集を行い、保
育活動に活かした。

6 4 
地域資源の活用について考え、指導計
画に位置付けた。

5

3 
地域の方に参画していただきながら、
体験活動や交流活動を行った。

13 3 
地域（自然・人）の力を得て、園児の豊か
な体験や取組に繋がった。

14

2 
地域資源を活用した遊びを積極的に取
り入れた。

5 2 
園児は、地域の自然に関心を持ったり、
地域の方に親しみが持てたりしていた。

5

1 
散歩に出かけたりして、積極的に地域の自
然に触れたり、地域の方とあいさつを交わ
した。

1 1 
地域の自然に親しんだり、地域の方との
交流を楽しんだ。

1

北栄町　教育・保育目標 『心身ともに健やかな子どもの育成』 町　めざす子どもの姿 ①いきいきと遊ぶ子　　　②最後まで取り組む子　　　③思いやりのある子

大誠こども園　教育・保育目標 心豊かに　たくましく　しなやかに育ちあう園児の育成 園　めざす子どもの姿
①多様な動きを楽しむ子　②自分なりの言葉で伝え合うことを喜ぶ子　③いろいろなことに気付いたり考えたり試行錯誤したりしながら遊

ぶ子

評価指標及び評価結果

現状
今年度の重点的に

取り組む目標
めざす子どもの姿 評価項目

総括
評価

コメント
評価結果に関する説明・意見等

（○成果　●課題）

改善策
（取組の実際）

①
ち
ゃ
れ
ん
じ

・体を動かして遊ぶことが好き
な子が多い。
・年上の子の姿を見て、自分も
やってみようとする園児も増え
た。
・自分ができることを繰り返しし
てみようとする姿がある。
・十分に経験できていない動き
もある。（柔軟性）

多様な動きを自ら挑戦す
る楽しさが感じられる保育

いろいろな体の動きや運
動遊びを繰り返し楽しみ、
体を動かす心地良さを感

じている。

【教育課程・指導】

・園児の多様な動きを引き
出す遊びの環境の工夫と

挑戦しようとする援助の工
夫をする。

3.2 3.4 A

〇どの年齢も多様な動きを引き出す環境を取り入れた。園児が喜んで体を
動かしたくなる曲や発達に合わせて動きを変化させたりすることで楽しんで
繰り返し体を動かす姿につながった。
〇保育者も一緒に遊ぶことで子ども達の新たな興味や関心に繋がった。
〇異年齢で一緒に活動すると最後まで走ろうとする姿に繋がった。
〇サーキット遊びの運動教具の配置の工夫で様々な動きを引き出した。
●多数で動くことが苦手な園児もいるので個別に安心できる環境も必要
●裏園庭の遊びが限られる。時間も広さも。
●すぐに疲れたという子がある。

・園児の選択肢が増える環
境設定
・異年齢チャレンジタイムの
継続
・様々な運動遊具を経験で
きるよう活動内容や時間を
共有し他学年でも利用しや
すようにする。

②
に
こ
に
こ

・園児の思いを聞き共感するこ
とで、安心して保育教諭に思い
を伝えることができるように
なってきた。
・声をかけられると自分なりに
あいさつを返そうとし、自ら人
に関わろうとする。
・自分の思い通りにならないと、
乱暴な言葉や態度で気持ちを
表してしまう。

自分の思いや考えを言
葉などで伝える喜びが

感じられる保育

保育者や友達に自分の
経験したことや考え・思
いを、自分なりの言葉
で伝えたり、相手の話
を関心をもって聞こう

としている。

【教育課程・指導】

・園児が自分なりの言
葉等で、考えたことや思
いを伝えたり、保育教
諭の話や友達の話を聞
こうとする環境や援助

の工夫をする。

3 3.1 B

〇活動後の振り返りや帰りの会等自分の考えや思いを話す時間を
日常的に設けたことで自分の思いを伝えられるようになった。
〇少人数（隣の友達）同士で休日のことなど話す機会を持ったこと
で相手に伝えたり聞こうとする姿につながった。
〇保育教諭の仲立ちで自分の思いを伝えようとするようになってき
た。ままごと遊びを通して友達同士のやり取りが増えた。
〇保育教諭が、表情・仕草等言葉にできない思いを受け止め共感や
仲立ちすることで安心して話す姿につながった。
●自分の思いは、伝えるが、相手の話を聞く場面になると聞いてい
ない姿もある。

・話してわからせようとせず
園児が、聞くことの大切さ
を感じる方法の工夫しなが
ら繰り返す。
・聞くための環境の工夫

③
わ
く
わ
く

・身近なものに興味をもって遊
んでいる。
・自分なりに工夫したり試したり
しながら遊ぶ姿が増えてきた。
・遊びが見つからない園児もあ
る。

子どもの主体性を尊重
にした保育の展開

身近な環境に自ら働き
かけ色々なことに気付
いたり考えたりして遊

んでいる。

【教育課程・指導】

・園児が、見たり触れた
り試したりして繰り返し
遊べるような環境や教
材を園児と共に工夫す

る。

3 3.1 B

〇園児が、興味のあることを題材に環境の工夫をすることで遊びの
継続に繋がった。継続することで遊びの発展や友達との関わりも増
え遊びが、充実していった。
〇園児の思いを大切にした選べる環境や手の届く場所に好きな玩
具や興味があるものを設置することで園児が、自由に手に取り試し
て遊ぶ姿につながっていった。
〇園児の好きな遊びをコーナーに設置し子ども同士でやりとりして
遊ぶ姿につながった。
〇園児が選んだ色で描くなど自己決定を大事にした。
●試行錯誤できる環境づくり●保育教諭の意図で展開しがち、園児
の声を取り入れたい。

制作活動や異年齢活動の充
実（計画的に）
・主体的に遊びができる時
間を設定しコーナー遊びの
充実を図る。

小
学
校
と
の
連
携
・
接
続

・３つの資質能力の育ちについて学ん
だ。
・小学校との交流が実施できた。
架け橋期のカリキュラムについての話
し合いや育ちの共有を行った。活用を
進めたい。

幼児期の学びと育ちの
理解推進

保育教諭が、幼児期の
学びについて理解し、
園児の姿を多面的に理

解している。

【研修】

・園児の学びを、「幼児
期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を手掛かり
にして捉え幼児理解を

深める。

2.8 2.8 B

〇公開保育、要請訪問など階層別研修を重ねたことで「幼児期の終
わりまでに育ってほしい１０の姿」への理解を深め、職員間で共通認
識をもって子どもの育ちを捉え、指導計画や保育実践・記録や環境
構成に活かすことができた。
〇幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿を視点に評価・反省を
するなど記録に活用できるようになった。
●クラス内で園児の話をするが、１０の姿に照らし合わせて話う時間
がなかった。

・職員同士で保育の振り返
りができる時間を日常的に
作っていく。（週1回）
・ドキュメンテーションを活
用してクラスで話し合う
（週１程度）

特
別
支
援
教
育

・医療機関や各専門機関、訪問
でのアドバイスを受け、日々の
関わりや個別課題の取組の改善
に努めている。
・誰にでも分かりやすく自立に
向かうことができるよう基礎的
環境整備の充実と保護者連携
が必要。

園児が安心して生活や
遊びを進められる園内

環境の充実

どの園児にとっても分
かりやすい環境が整え

られている。

【特別支援教育】

・基礎的環境整備の充
実を図り保護者と共有

する。

3.4 3.1 A

〇個々の実態に応じた支援の工夫ができた。研修や支援の工夫をす
る時間が増えスキルアップにつながった。
〇懇談やお便りを配信、掲示し保護者に発達の見通しを知らせ援助
の方法を丁寧に伝えることで家からも取組もうとする姿につながっ
た。
〇園内委員会が定期的にあることで全園児の様子が、把握でき多面
的に他クラスの園児もみることが出来た。
〇専門機関の助言をクラスで共有し基礎的環境整備や支援に活か
せた。
●保護者と共有できたが、実際に家での取組までは、難しいと感じ
た。

・保護者への発信の工夫
・行事まえにストラテジー
シートの活用を図る。

地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り

・地域の方との交流を積極的に
行い園児が親しみを持つように
なっている。
・地域資源の活用を広げたい。

地域資源の活用

園児は地域の自然や人
に親しみを感じたり、そ
の良さを感じながら過

ごしている。

地域資源を活用した取
組を進める。

3 2.9 B

〇体験活動でお世話になった方を招いて会食をする等循環型の交
流になっている。園児が、より親しみや感謝の気持ちを持つように
なった。
〇園外保育に出かけ瀬戸の集落を歩き、瀬戸神社・金毘羅山など地
域の資源に触れ、地域に愛着を持つようになってきた。
〇地域の人に散歩で出会い挨拶をしたり、声をかけて下さる機会が
あり、真似て挨拶する等親しみを持つようになった。

●保育部は、地域の方との交流が少ない。交流活動が、５歳児に偏り
がある。

・お散歩マップの活用
・地域の人の得意を活かし
て交流する機会を持つ
（焼き芋・木工・生き物を捕
まえる等自然体験】

【総括評価基準】　

A：十分達成 平均3.2以上

B：概ね達成　平均2.4以上

C：変化の兆しあり　平均1.6以上



めざす子ども像 いきいきと遊ぶ子 思いやりのある子 さいごまで取り組む子

園自己評価 A B B
関係者評価 A B B
（評定内容）

・意見＊園より

令和7年度学校関係者評価書  
園名 北栄町町立大誠こども園

学校関係者評価日 令和8年2月17日

A十分達成（８０％以上）・B達成（８０～６０％）Cもう少し（６０～４０％）D不十分（４０％以下）

取組の〇成果と●課題   ☆R7重点めざす子ども像

評定

重点目標
ちゃれんじ

健やかな心と体づくり
にこにこ
心育て

わくわく
学びの芽を育む

ち
ゃ
れ
ん
じ
（
健
や
か
な
心
と
体
）

☆多様な体の動きを楽しむ子
〇年齢や園児の興味に応じた体を動かす遊びと環境の工夫により、園児が楽しみながら
様々な動きに挑戦し、自信を持って意欲的に体を動かす姿が、見られるようになった。
〇異年齢での活動の継続により意欲的に取り組む姿に繋がった。
●多数で動くことが、苦手な園児もあるので個別に安心できる環境の工夫が必要

●すぐに疲れたという子がある。

・身の回りのことを自分でしようとする子
〇保護者と共有に努めた。クラス便り等で具体的に発達の見通しと援助方法を伝えた。
〇保護者アンケート結果では、身の回りのことを自分でする園児が、昨年度より増加。
 R6 82.9％⇒R7 92.4％

・毎日継続することで持久力が
つくのでチャレンジタイムを継
続してほしい。・保育者も一緒
に楽しんでいることで園児の喜
びや励みに繋がっている。

・身の回りのことを自分でしよ
うとする子は、昨年度よりアン
ケート結果に増加が見られた。
引き続き保護者と共有しながら
進めていきたい。

に
こ
に
こ
（
心
育
て
）

☆伝えあうことを喜ぶ子（研究推進２年次）
〇保育教諭が、園児の思いを受け止め代弁したり、振り返りの時間や遊びの中で言葉のや
りとりを丁寧に支えたことで、子どもが安心して自分の気持ちを言葉で伝えようとする姿
が、見られるようになった。
●自分の思いは、伝えるが、相手の話を聞く場面になると聞いていない姿もある。

・自分の良さや友達の良さがわかる子
〇発表会・運動会では、自分なりの表現を堂々と演じる姿があった。ありのままの自分を
友達に認められ安心した集団作りが土台となっている。
〇ふわふわ言葉・チクチク言葉について考える機会を持ち繰り返すうちに少しづつ優しい
声掛けもするようになっている。●感情が高ぶると暴言・暴力で伝える姿がある。

〇親子読書推進以外の親子のコ
ミュニケーションを図る取組と
しての啓発は？「団らんのない
所に言葉は、育たない」という
言葉を保護者にも伝え親子の対
話を増やす取組をお願いした
い。
*親子読書以外の啓発は、弱いの
で今後取組を工夫したい。

わ
く
わ
く
（
学
び
の
芽
）

☆色々なことに気付いたり考えたり試行錯誤して遊ぶ子
〇園児の興味や発想を大切にした環境構成と継続的なかかわりにより、自分で遊びを工夫
しながら友達と関わって意欲的に遊びを広げる姿が、見られるようになった。
●与えられたことには、取組むが、自由な発想になると作れなかったりする。身近な場所
に試行錯誤できる環境が必要。

・身近な自然を大切にする子
〇玄関等送迎時生き物を見たり触れたりする環境を工夫した。写真や説明等、園児の関心
や親しみを引き出し保護者とも送迎時に対話が生まれていた。
〇保護者アンケート結果 身近な自然興味を持ち触れたり関わろうとしたりしている園児
が、100％と肯定的な評価であった。

〇園児の良い動きには、認める
言葉かけをしてほしい。
どんな力を育てたいかねらいを
もって取り組んでほしい。
見本を示す、アドバイスする、
ほめることで達成される

＊しようとする意欲を大切にし
ながら丁寧に見とり保育をして
いきたい。

開
か
れ
た
園
づ
く
り

☆特別支援教育 
〇基礎的環境整備を個々の実態に合わせ実施。園内委員会を定期的に実施。支援全体の
園児の様子を把握でき、多面的な見取りに繋がっている。
☆小学校との連携・接続〇「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を指導計画・
実践記録に活かすことができるようになってきている。
〇こ小合同研修会（５歳児公開保育）を実施。小学校の先生と活発に意見交換できた。
●学校・地域にも１０の姿を視点に分かりやすく発信する力をつけていきたい。

☆地域・保護者連携
〇散歩で出会う地域の方に声をかけられたり、園児が挨拶をすることで地域の人に親しみ
や感謝の気持ちが育ってきている。
〇地域の方と会食、高校生と触れ合う等人との交流を楽しむことができた。
〇「あいほん」の取組・親子読書推進を・40％⇒55％の貸出率。少しづつ定着。今後も継
続。〇保護者研修の参加率６割へ増加。
●保護者との園の様子を伝える情報共有回数や内容に改善を求める声がある。

〇特別支援の取組について
今後も園でできる支援について
保護者に情報提供をし保護者に
寄り添った支援をしてほしい。
〇多くの人に出会うことで大き
く成長する。今後も地域とのつ
ながりを臨む。
〇保護者アンケートについて
園全体だけでなく、年齢別にし
てみることで見えてくるものが
あるのではないか。
＊年齢別の傾向の把握の為にも
改善していきたい。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆地域の方の支えられて 

〇食育の話 2/20 北栄町で食育活動をされている・ハイジグループの皆さんにエプ 

ロンシアターを使って食べ物が、お腹の中を通り消化していく様子や働きを教えても 

らいました。また、「バナナうんち」の絵本を題材に食べ物と体の関係も教えてもらい、興味をもって見ていまし

た。自分の体に関心をもつことは、健康への第一歩です。「バナナうんちに会って見たいです」と感想を伝える園

児もありましたよ。ご家庭でもお話を聞いてみてくださいね。バナナうんちに出会えますように♡ 

〇西園の中村さんより広告紙で作った箱をいただきました。３年以上前から届けてくださっているようです。 

子ども達のことを思い作ってくださる温かいお心遣いに感謝申し上げます。 

・子ども達の製作時やおやつの時の入れ物として使用させていただいています。 

〇第２回評議員会を実施（2/17） 添付しますのでご確認下さい。 

本園の運営についてご助言をいただいている園評議員の皆様をご紹介いたします。 

・福井 和栄様（元大栄小学校長） ・德永 正樹様（大栄小学校教頭）・山本 真生様（PTA保護者会長） 

・田中 英伸様（シルバー人材センター事務局長）・倉本 恵美様（社会福祉協議会介護支援課長） 

  ～コミュニケーション力を育てよう・団らんのある所に言葉が育つ～ 

雪も解け、花壇にちゅうりっぷの芽が、元気に顔を出しています。先日のたくさんの積雪の下でも、たくま 

しく雪解けを待っていたと思うと、とても嬉しい気持ちになります。春が、近づいていますね。 

 さて、今年度もあと１ヶ月になりました。子ども達も遊びや生活の中でたくさんの経験を通して心も体も

たくましくなってきたなと成長を感じる場面が多くなりました。園に来客が、あると自分から「こんにちは！」

とあいさつをしたり、小さいクラスの子ども達は、「タッチ」と親しみをもって近づいてみたり、人への信頼

感が育ち、安心して人に関わろうとする姿が、見られるようになりました。帰りのあいさつは、特に元気に

「さようなら！」と言う園児も増えましたね。お家の人に会えた嬉しさの表れでしょう。園で友達や多様な

人と出会い、社会性が育っていること実感しています。 

そんな中、一つ気になる姿があります。近年、集団でのルールがなかなか入りにくいお子さんが多くなっ

たと感じています。個々が好きなユウチュウブなどで知り得た情報（価値観）をそのまま集団の場で真似て

活用している姿です。善悪が身についていく時期に間違った価値観を学んでいるようですが、何から学んだ

のかわかりにくい時代になりました。ぜひ、保護者の皆さんには、お子さんが、どんな番組を見ているのか知

り、一緒に見るなどして対話を大事にしていただきたいと思います。 お子さんが、どんなことを感じ、何を

面白がっているのか、対話をしながら共感したり、不適切な言動には、「私は、そんな言葉は、嫌な気持ちに

なるから使ってほしくないな」とか「こういう言い方の方がいいよ」など別の方法を教えるなどの関わりを

伝えていただけないでしょうか。成長過程なので面白がって使ってみたくなることもあります。過剰に反応

しないことも大事ですが、不適切な言動が続く時は、園と家庭の連携を密にしながら対応を一緒にしていく

ことが、落ち着いていく近道です。今一度ご家庭での対話が生まれる工夫をお願いしたいと思います。また、

気になることがありましたら遠慮なく担任までお知らせ下さい。一緒になって考えていきたいと思います。 

 3月 6日は、今年度最後の参観日です。ぜひ、お子さんの様子を参観いただき成長を感じていただければと

思います。PTA期末総会もあります。ご都合をつけて参加下さいますようお願いいたします。 

 お待ちしています。 

  

 

  

子どもたちの小さなチ

ャレンジ「いっぽ」を 

見つけ応援するお便り 

 

 



めざす子ども像 いきいきと遊ぶ子 思いやりのある子 さいごまで取り組む子

園自己評価 A B B
関係者評価 A B B
（評定内容）

・意見＊園より

令和7年度学校関係者評価書  
園名 北栄町町立大誠こども園

学校関係者評価日 令和8年2月17日

A十分達成（８０％以上）・B達成（８０～６０％）Cもう少し（６０～４０％）D不十分（４０％以下）

取組の〇成果と●課題   ☆R7重点めざす子ども像

評定

重点目標
ちゃれんじ

健やかな心と体づくり
にこにこ
心育て

わくわく
学びの芽を育む

ち
ゃ
れ
ん
じ
（
健
や
か
な
心
と
体
）

☆多様な体の動きを楽しむ子
〇年齢や園児の興味に応じた体を動かす遊びと環境の工夫により、園児が楽しみながら
様々な動きに挑戦し、自信を持って意欲的に体を動かす姿が、見られるようになった。
〇異年齢での活動の継続により意欲的に取り組む姿に繋がった。
●多数で動くことが、苦手な園児もあるので個別に安心できる環境の工夫が必要

●すぐに疲れたという子がある。

・身の回りのことを自分でしようとする子
〇保護者と共有に努めた。クラス便り等で具体的に発達の見通しと援助方法を伝えた。
〇保護者アンケート結果では、身の回りのことを自分でする園児が、昨年度より増加。
 R6 82.9％⇒R7 92.4％

・毎日継続することで持久力が
つくのでチャレンジタイムを継
続してほしい。・保育者も一緒
に楽しんでいることで園児の喜
びや励みに繋がっている。

・身の回りのことを自分でしよ
うとする子は、昨年度よりアン
ケート結果に増加が見られた。
引き続き保護者と共有しながら
進めていきたい。

に
こ
に
こ
（
心
育
て
）

☆伝えあうことを喜ぶ子（研究推進２年次）
〇保育教諭が、園児の思いを受け止め代弁したり、振り返りの時間や遊びの中で言葉のや
りとりを丁寧に支えたことで、子どもが安心して自分の気持ちを言葉で伝えようとする姿
が、見られるようになった。
●自分の思いは、伝えるが、相手の話を聞く場面になると聞いていない姿もある。

・自分の良さや友達の良さがわかる子
〇発表会・運動会では、自分なりの表現を堂々と演じる姿があった。ありのままの自分を
友達に認められ安心した集団作りが土台となっている。
〇ふわふわ言葉・チクチク言葉について考える機会を持ち繰り返すうちに少しづつ優しい
声掛けもするようになっている。●感情が高ぶると暴言・暴力で伝える姿がある。

〇親子読書推進以外の親子のコ
ミュニケーションを図る取組と
しての啓発は？「団らんのない
所に言葉は、育たない」という
言葉を保護者にも伝え親子の対
話を増やす取組をお願いした
い。
*親子読書以外の啓発は、弱いの
で今後取組を工夫したい。

わ
く
わ
く
（
学
び
の
芽
）

☆色々なことに気付いたり考えたり試行錯誤して遊ぶ子
〇園児の興味や発想を大切にした環境構成と継続的なかかわりにより、自分で遊びを工夫
しながら友達と関わって意欲的に遊びを広げる姿が、見られるようになった。
●与えられたことには、取組むが、自由な発想になると作れなかったりする。身近な場所
に試行錯誤できる環境が必要。

・身近な自然を大切にする子
〇玄関等送迎時生き物を見たり触れたりする環境を工夫した。写真や説明等、園児の関心
や親しみを引き出し保護者とも送迎時に対話が生まれていた。
〇保護者アンケート結果 身近な自然興味を持ち触れたり関わろうとしたりしている園児
が、100％と肯定的な評価であった。

〇園児の良い動きには、認める
言葉かけをしてほしい。
どんな力を育てたいかねらいを
もって取り組んでほしい。
見本を示す、アドバイスする、
ほめることで達成される

＊しようとする意欲を大切にし
ながら丁寧に見とり保育をして
いきたい。

開
か
れ
た
園
づ
く
り

☆特別支援教育 
〇基礎的環境整備を個々の実態に合わせ実施。園内委員会を定期的に実施。支援全体の
園児の様子を把握でき、多面的な見取りに繋がっている。
☆小学校との連携・接続〇「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を指導計画・
実践記録に活かすことができるようになってきている。
〇こ小合同研修会（５歳児公開保育）を実施。小学校の先生と活発に意見交換できた。
●学校・地域にも１０の姿を視点に分かりやすく発信する力をつけていきたい。

☆地域・保護者連携
〇散歩で出会う地域の方に声をかけられたり、園児が挨拶をすることで地域の人に親しみ
や感謝の気持ちが育ってきている。
〇地域の方と会食、高校生と触れ合う等人との交流を楽しむことができた。
〇「あいほん」の取組・親子読書推進を・40％⇒55％の貸出率。少しづつ定着。今後も継
続。〇保護者研修の参加率６割へ増加。
●保護者との園の様子を伝える情報共有回数や内容に改善を求める声がある。

〇特別支援の取組について
今後も園でできる支援について
保護者に情報提供をし保護者に
寄り添った支援をしてほしい。
〇多くの人に出会うことで大き
く成長する。今後も地域とのつ
ながりを臨む。
〇保護者アンケートについて
園全体だけでなく、年齢別にし
てみることで見えてくるものが
あるのではないか。
＊年齢別の傾向の把握の為にも
改善していきたい。





令和７年度 学校関係者評価書 

園 名 北栄町立由良こども園 

学校関係者評価日 令和８年２月２４日 

評定 

項 目 

（重点目標） 

最後まで取り組む子 

（自分なりにチャレンジ） 

いきいきとあそぶ子 

(夢中になって遊ぼう) 

おもいやりのある子 

（思いを伝え合う仲間） 

園自己評価 A      A      A 

関係者評価 A      A      A 

（評定内容） A.十分達成 B 概ね達成 C 変化の兆しあり D 未達成 

 

取り組みの成果と課題 ・意見 ○改善点 

げんき 

 

最後まで

取り組む

子 

○ゆらっこタイムでいろいろな運動遊びを計画し実施。選べる・楽しい雰囲気の中で体を動か

せる環境が良かった。また、異年齢で取り組むことで、年上の友達から遊び方を学び刺激を

受けてしてみようとする意欲に繫がった。 

○１つのコーナーでも難易度を替え園児が選択できる環境を用意し、その子の実態に応じた

援助を行ったことで、運動が苦手な園児も「やったらできた」という満足感が次に繋がった。 

○友達と一緒に楽しく体を動かして遊ぶ経験が積み重なっている。 

○生活全般の動作を体の動きと捉えて関わり幼児期に経験させたい様々な動きが経験できた。 

●年齢ごとで経験させたい動き・運動遊びも、計画的に取り入れていく。 

 

≪研究≫ 

・環境の配慮や体験を通し

て園児は学んでおり言葉の

表現に繋がっている。 

・研究掲示等工夫されてい

る。保護者にも分かりやす

く伝える工夫をしていって

欲しい。 

○研究での成果が家庭にど

う繋がっているか 

 

 

≪特別支援教育≫ 

・支援の必要な園児も多い

が、職員の支援の差がある

と子どもも不安になるの

で、職員が支援内容等を共

有し園児が安心して過ごせ

るようにしてほしい。 

○支援の必要な園児も早

朝・夕方保育を利用して

いるので、支援内容等を

早延長担当職員にも周知

してほしい。 

 

 

≪絵本の取組≫ 

・運動会や発表会の取組の

中にも園で絵本を大事した

取組が行われていることが

伝わってきた。 

 

 

≪行事≫ 

○運動会が暑い時期での開

催だったので、もう少し時

期を遅らせたほうが良い。 

 

 

≪その他≫ 

○来年度の改善点の中で、

保育者がプラスの言葉かけ

を意識していくとあった

が、保護者の課題でもある。 

えがお 

 

いきいき 

とあそぶ

子 

○身近なものを教材として取り入れる際、そのものの持つ性質（大きさ、色、音、硬さ、温度、

変化など）を教材として用意することで、園児の好奇心や探求心に繋がっていった。 

○植物や生き物等を身近に置き、いつでも観察・飼育できる環境を整えたクラスが増えた。 

○図鑑や写真、探検カードを用意しておくことで、見つけたものを比べ同じ・違いに気付いた

り、他の植物・生き物にも関心を持って見たりしていた。 

○職員研修で、職員自身が 園周辺の自然物・生き物を知ることができた。 

○園児の発見、工夫などを受け止め、「どうやったの？」「どうなると思う？」等と問いかける

ことで考えたり仮定を立てたりする姿がある。 

●園児の興味関心から、試行錯誤や探求する姿に繋がる環境や援助について深めていく。 

なかま 

 

おもいや

りのある

子 

○遊びの中で、自分が気付いたことや思ったことを自分なりの言葉で保育者や友達に伝えて

いる。友達と遊ぶ中で、友達の考えを聞きながら遊びを進める姿が育ってきている。 

○職員は、園児の考えを聞こうとする・分かろうとするなど子どもの意見を尊重しながら関わ

ることを意識するようになってきた。低年齢児では、指さしや、身振り等で伝えようとする

児の思いを受け止めて言葉で返していくようにしたことで、園児自らの発信が増えてきた。 

○描画活動や、お話の絵の聞き取りの中で、聞いてもらって嬉しい時間となっている。取り組

み方の工夫をしながら継続していきたい。 

●友達との関わりの中で一方的な主張をし、相手の考えと折り合いをつけながら遊びを進め

ることが難しい姿がある。保育教諭が園児の思いを言葉にして受け止めながら、相手の思い

に気付けるような仲立ちが引き続き必要。 

開かれた

園づくり 

○田植えやらっきょう堀りなど地域の方に指導を頂きながら楽しんで行う行事が沢山あり、

園児の良い体験になっている。 

○小中高生との交流が計画され、地域の様々な人との関わりがある。 

○園外への散歩に出かけ、地域の人と声を掛けあうことができた。保育部は、地域の方との交

流行事に関わることはないが、地域の自然・人に関わる機会を大切にできた。 

○保護者にゲストティーチャーになっていただき、科学遊びやサッカー体験を行い園児の興

味関心が高まった。 

●地域資源の捉えが、職員の中で曖昧な部分がある。 ●指導計画の確認・追記修正が必要 

特別支援 

○クラス内で園児の実態や支援内容についての話し合いを行うことができた。 

○基礎的環境整備を行い、支援の必要な園児には個別に配慮を行った。担任と加配職員と連携

を取りながら、園児が自分でできる力が積み重なるよう進めている。 

○支援の必要な園児で食事面への配慮が必要なケースは、給食室と連携を取りながら、その子

に応じた対応を行っている。 

○職員会で、園内で支援が必要な園児の共通理解を行い、実態や支援方法の共有に努めてい

る。加配配置されている園児の対応について、訪問支援等の記録を全職員に回覧し、より詳

しく情報共有できるようにした。 

●療育等を受けていない支援の必要な園児の実態や支援のあり方についての情報提供が無く、

早延長保育で関わるときに戸惑う。 ●発達障がい等への知識・スキルアップ 

子育て 

支援 

○大谷文庫を玄関に設置し、親子がいつでも絵本を貸りられる環境を作ったことで、親子で絵

本に触れる機会が増えている。親子で絵本を手に取るきっかけづくりができた。 

○人権講演会で保護者に、幼児期の絵本の出会いの大切さを感じてもらえたり、絵本の選び方

について知らせたりすることができた。 

○絵本の好きな園児が多くクラスに自ら絵本が手に取れる本棚を作っている。保育者に「読ん

で」と絵本を持ってきたり、友達と並んで絵本を広げてたりしている姿がある。 

●毎週の絵本貸し出しをしても、読んでもらっていない家庭がある。 

●大谷文庫の利用家庭が特定的になっている。●大谷文庫が低年齢児用の絵本が少ない。 

 



 

  

 

令和７年度 ２８名のかぜ組の皆さん ご卒園おめでとうございます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月。旅立ちと別れの季節です。 

３月１３日（金）に、かぜ組さんとのお別れ会を行いました。かぜ組さんが、卒園式で歌う歌

を歌ってくれたり、自分の得意なことを見せてくれたり、小さい年齢の友達とは触れ合い遊び

を楽しんだりし、とても和やかな会となりました。大きく成長されたかぜ組さんの歌声を聞き

ながら、今までの園での様子を思い出し嬉しさと寂しさで目頭が熱くなりました。 

３月２３日（月）はいよいよ卒園式です。別れは寂しくもありますが、出会えたことに感謝

し、園での思い出や学んだことを胸に、自信を持って次のステップに進んでほしいと思います。

かぜ組の子ども達が、これからも自分の良さを発揮しながら、友達と仲良く伸び伸びと成長さ

れますよう職員一同祈っています。 

 

０～４歳児の子どもたちは、３月２４日（火）で今年度のクラスでの教育・保育は修了となり

ます。３月２５日（水）～４月２日（木）までの期間は、年度末・年度初め休業日となります。

この期間は、次年度の準備や引継ぎを行うため、保育の希望を聞き取り預かり保育を実施しま

す。通常のクラス保育でなく合同保育等を行うことになりますので、ご了承ください。 

令和８年度の入園式・進級式は、４月３日（金）です。新年度、またみんな揃って元気で会い

ましょう！ 

 

保護者の皆様には、この１年間、園運営に関しまして、 

ご理解とご協力をいただきありがとうございました。 

また、PTA活動では役員の皆様をはじめ、保護者の皆様の 

ご協力をいただき感謝申し上げます。子ども達一人ひとりが、 

自分のペースで伸びやかに成長されており、職員一同喜んでいます。 

至らぬ点もあったことと思いますが、今後も職員皆で力を合わせて 

子どもさんの育ちを応援していきたいと思っておりますので、 

引き続きどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

げんき・えがお・なかま通信 
Ｒ８.３．１９(木) 

由良こども園 

 園長 澤村 美穂 

２月２５日、保護者アンケートや職員による自己評価をもとに、園評議員の方に「学校関係者評

価」をしていただきましたのでご報告いたします。職員による自己評価も載せていますので、ご一

読いただけると嬉しいです。由良こども園の良さを活かしながら、今後もより良い園づくりに努め

ていきたいと思います。 

 

かぜ組さんが、ラ Qでランドセルを背負った小学生を

つくっていました。期待に胸膨らんでいますね。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の重点目標 
 

今年度の取組の成果（○）と課題（●）  園の職員の自己評価より 
 

自己 

評価 

学校関係 

者評価 

健
や
か
な
心
と
体
つ
く
り 

 げんき 

自分なりの 

チャレンジ 

 

★進んで体を 

動かし繰り返し

楽しんで遊ぶ 

○ゆらっこタイムでいろいろな運動遊びを計画し実施。選べる・楽しい雰囲気
の中で体を動かせる環境が良かった。また、異年齢で取り組むことで、年上
の友達から遊び方を学び刺激を受けてしてみようとする意欲に繫がった。 

○１つのコーナーでも難易度を替え園児が選択できる環境を用意し、その子
の実態に応じた援助を行ったことで、運動が苦手な園児も「やったらでき
た」という満足感が次に繋がった。 

○友達と一緒に楽しく体を動かして遊ぶ経験が積み重なっている。 
○生活全般の動作を体の動きと捉えて関わり幼児期に経験させたい様々な
動きが経験できた。 

●年齢ごとで経験させたい動き・運動遊びも、計画的に取り入れていく。 

A A 

 

心
育
て 

 なかま 

思いを伝え合う 

仲間 

 

★自分なりの言

葉（動作・表情）

で思いを伝え合

う喜びを感じる 

○遊びの中で、自分が気付いたことや思ったことを自分なりの言葉で保育者
や友達に伝えている。友達と遊ぶ中で、友達の考えを聞きながら遊びを進め
る姿が育ってきている。 
○職員は、園児の考えを聞こうとする・分かろうとするなど子どもの意見を尊
重しながら関わることを意識するようになってきた。低年齢児では、指さしや、
身振り等で伝えようとする児の思いを受け止めて言葉で返していくようにし
たことで、園児自らの発信が増えてきた。 
○描画活動や、お話の絵の聞き取りの中で、聞いてもらって嬉しい時間となっ
ている。取り組み方の工夫をしながら継続していきたい。 

●友達との関わりの中で一方的な主張をし、相手の考えと折り合いをつけな

がら遊びを進めることが難しい姿がある。保育教諭が園児の思いを言葉に

して受け止めながら、相手の思いに気付けるような仲立ちが引き続き必要。 

A A 

学
び
の
芽
を
育
む 

えがお 

夢中になって 

遊ぼう 

 

★身近な環境

に親しみ、様々

なこと・事象に

興味関心をもっ

て遊ぶ 

○身近なものを教材として取り入れる際、そのものの持つ性質（大きさ、色、
音、硬さ、温度、変化など）を教材として用意することで、園児の好奇心や探
求心に繋がっていった。 

○植物や生き物等を身近に置き、いつでも観察・飼育できる環境を整えたク
ラスが増えた。 

○図鑑や写真、探検カードを用意しておくことで、見つけたものを比べ同じ・違
いに気付いたり、他の植物・生き物にも関心を持って見たりしていた。 

○職員研修で、職員自身が 園周辺の自然物・生き物を知ることができた。 
○園児の発見、工夫などを受け止め、「どうやったの？」「どうなると思う？」等
と問いかけることで考えたり仮定を立てたりする姿がある。 

●園児の興味関心から、試行錯誤や探求する姿に繋がる環境や援助につい

て深めていく。 

A A 

評議委員さんからのご意見 
≪研究≫ 
・環境の配慮や体験を通して園児は学んでおり言葉の表現に繋がっている。 
・研究掲示等工夫されている。保護者にも分かりやすく伝える工夫をしていって欲しい。 
○研究での成果が家庭にどう繋がっているか 
 
≪特別支援教育≫ 
・支援の必要な園児も多いが、職員の支援の差があると子どもも不安になるので、職員が支援内容等を共有し園児
が安心して過ごせるようにしてほしい。 
○支援の必要な園児も早朝・夕方保育を利用しているので、支援内容等を早延長担当職員にも周知してほしい。 
 
≪絵本の取組≫ 
・運動会や発表会の取組の中にも園で絵本を大事した取組が行われていることが伝わってきた。 
 
≪行事≫ 
○運動会が暑い時期での開催だったので、もう少し時期を遅らせたほうが良い。 
 
≪その他≫ 
○来年度の改善点の中で、保育者がプラスの言葉かけを意識していくとあったが、保護者の課題でもある。 

A十分達成（80％以上）、B達成（80％～60％）、Cもう少し（60％～40％）、Ｄ不十分（40％以下） 

 


